
広
い
意
味
で
の
経
済
学
に
つ
い
て
一
承
前
一

杜
会
主
義
経
済
学
の
生
成
と
発
展

木
　
原

正
　
雄

　
杜
会
主
義
杜
会
に
お
い
て
貨
幣
、
価
格
な
ど
の
価
値
的
ヵ
テ
ゴ
リ
ー
が
た
お
存
在
す
る
の
は
、
商
品
生
産
と
商
品
流
通
が
存
在
し
、

し
た
が
っ
て
ま
た
価
値
法
則
が
作
用
し
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
資
本
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
の
過
渡
的
段
階
で
あ
る
杜
会
主
義
の
も
と
で
は
、
な
お
旧
杜
会
の
お
お
く
の
母
斑
が
存
在
せ
ざ
る
を

え
ず
、
　
「
共
産
主
義
は
、
そ
の
第
一
段
階
、
そ
の
第
一
段
で
は
ま
だ
、
経
済
的
に
完
全
に
成
熟
し
た
も
の
、
資
本
主
義
の
伝
統
や
痕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

跡
か
ら
完
全
に
白
由
な
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
」
。
商
品
生
産
、
商
業
、
貨
幣
、
伽
格
な
ど
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
古
い
杜
会
の
遺
産

　
　
　
　
　
　
（
２
）

に
ほ
か
な
ら
な
い
○

　
（
１
）
崇
…
芋
Ｏ
呈
．
二
暮
．
ド
９
昌
羊
“
ｍ
．
Ｓ
Ｐ
宣
ド

　
　
　
母
斑
が
存
在
せ
ざ
る
を
え
な
い
理
血
に
っ
い
て
は
、
拙
稿
「
祉
会
主
義
の
性
格
に
っ
い
て
」
『
経
済
論
推
』
第
九
十
三
巻
第
六
号
参
照
。

　
（
２
）
　
杜
会
主
義
の
段
陪
に
、
貨
幣
を
人
為
的
に
廃
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
っ
い
て
は
、
一
九
一
九
年
三
月
、
第
八
同
党
大
会
で
採
択

　
　
さ
れ
た
『
ロ
シ
ア
共
産
党
（
ボ
リ
シ
ェ
ビ
キ
）
綱
領
』
の
、
「
経
済
の
分
野
に
お
い
て
」
の
な
か
の
十
五
羽
に
お
い
て
、
は
っ
き
り
と
み
と
め
ら
れ

　
　
　
広
い
意
味
で
の
経
済
学
に
つ
い
て
（
木
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
　
（
一
一
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
三
巻
・
第
一
・
二
合
肝
口
盲
、
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二
　
（
一
一
二
）

　
　
　
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
資
本
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
の
過
渡
の
第
一
期
に
は
、
共
産
主
義
的
な
生
産
と
分
配
が
ま
だ
完
全
に
組
織
さ
れ
て
い

　
　
　
な
い
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
、
貨
幣
を
廃
止
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
」
（
２
．
自
空
姜
一
〇
〇
、
一
二
竃
ト
や
９
↓
婁
８
．
Ｓ
で
．
旨
雪
Ｈ
ミ
．
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
　
　
　
レ
ー
ニ
ン
は
、
「
資
本
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
の
過
渡
の
初
期
に
は
、
い
っ
き
ょ
に
貨
幣
を
廃
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
（
■
畠
…
一
〇
呈
二

　
　
竃
亭
や
９
８
≦
８
．
ｏ
宅
．
ｏ
岬
．
）
〔
傍
点
ｉ
木
原
〕
こ
と
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
「
商
業
を
、
全
困
的
な
規
淡
で
の
計
画
的
・
組
織
的
な
生
産

　
　
　
物
分
配
に
代
え
る
こ
と
を
、
た
ゆ
み
な
く
っ
づ
け
て
い
く
こ
と
」
（
↓
姜
美
９
０
与
．
違
１
）
の
必
要
を
強
調
し
て
い
る
。

　
革
命
後
、
予
想
さ
れ
て
い
た
杜
会
主
義
の
平
和
連
設
の
可
能
性
は
、
一
九
一
八
年
な
か
ぼ
か
ら
は
じ
ま
っ
た
内
戦
に
よ
り
、
非
常

措
置
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
炎
民
に
た
い
し
て
は
、
穀
物
の
割
当
徴
発
を
実
施
し
て
、
工
茱
（
郁
巾
）
に
必
要
な
穀
物
を
確

保
す
る
方
法
が
と
ら
れ
た
。
「
戦
時
共
虐
主
義
」
と
よ
ぼ
れ
る
、
こ
の
よ
う
な
措
置
に
よ
つ
、
「
物
資
の
国
家
的
生
陸
と
国
家
的
分
配
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

と
を
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
国
家
の
直
接
の
命
令
に
よ
っ
て
、
共
産
主
義
的
に
組
繊
し
よ
う
と
」
考
え
ら
れ
、
　
「
共
産
主
義
的
な
生
産
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

分
配
に
、
直
接
に
移
行
す
る
こ
と
を
き
め
る
と
い
う
課
り
」
が
お
か
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
当
姜
…
一
〇
〇
チ
竃
■
し
－
９
↓
ｏ
ン
乙
・
。
．
ｑ
Ｐ
・
。
閉
山
９

　
　
（
２
）
↓
姜
美
９
Ｓ
Ｐ
き
．

　
こ
の
よ
う
に
、
「
一
九
二
一
年
の
春
ま
で
に
は
、
「
強
襲
」
的
な
方
法
に
よ
っ
て
、
す
た
わ
ち
、
も
っ
と
も
近
道
の
、
急
連
な
、
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ユ
）

接
の
方
法
に
よ
っ
て
、
仕
会
主
養
的
な
生
雌
お
よ
び
分
配
の
原
則
に
う
っ
ろ
う
と
し
た
二
こ
ろ
み
が
牧
北
」
し
た
こ
と
が
、
あ
き
ら

か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
寿
…
姜
一
〇
呈
二
雪
．
｛
－
Ｐ
↓
…
・
。
・
。
．
２
・
１
奉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
当
時
、
荒
廃
し
た
ロ
シ
ァ
が
、
前
代
未
聞
の
苦
し
い
閑
内
戦
に
も
ち
こ
た
え
た
こ
と
は
、
奇
跡
に
も
ひ
と
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
奇
跡
を
生
み
だ
し
た
も
の
は
、
農
民
の
必
要
と
す
る
允
料
ま
で
と
り
あ
げ
た
、
割
｛
微
允
に
耐
え
、
労
働
考
政
維
に
協
力
し
た



農
民
と
労
働
者
の
奮
起
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
、
穀
物
の
割
当
徴
発
を
軸
と
し
た
「
戦
時
共
産
主
義
」
政
策
に
よ
り
、

因
家
の
直
接
の
命
令
に
よ
っ
て
、
貨
幣
を
廃
止
し
、
直
接
生
産
物
交
換
を
実
塊
し
、
直
接
共
産
十
工
義
に
う
つ
ろ
う
と
す
る
こ
こ
ろ
み

が
、
理
論
の
分
野
で
も
、
政
治
の
分
野
で
も
、
な
さ
れ
よ
う
と
し
た
。

　
　
（
１
）
寿
…
手
Ｏ
・
チ
喜
」
－
・
二
・
重
。
。
ド
；
・
尋
・

　
戦
時
共
産
主
義
の
も
と
で
、
商
業
が
禁
止
さ
れ
、
貨
幣
の
媒
介
を
経
ず
、
必
要
物
資
が
、
直
接
調
達
さ
れ
配
分
さ
れ
る
と
い
う

「
物
資
動
員
計
画
」
が
、
共
産
主
義
的
生
産
と
分
配
の
萌
芽
と
み
な
さ
れ
、
商
品
１
１
貨
幣
関
係
を
一
掃
し
う
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
！
）

そ
し
て
一
杜
会
的
労
働
の
配
分
が
、
貨
幣
計
算
に
よ
ら
ず
、
直
接
労
働
計
算
に
よ
つ
て
、
お
こ
な
い
う
る
と
い
う
見
解
が
で
て
き
た
。

　
　
一
－
一
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
広
い
意
味
で
の
舞
学
に
っ
い
て
１
杜
八
一
麦
鱗
学
の
牛
成
と
鴛
上
一
立
命
黒
済
学
一
第
十
巻

　
　
第
四
号
参
照
。

　
メ
ソ
デ
リ
ソ
ー
ソ
は
・
杜
会
主
義
的
針
画
の
も
と
で
、
ど
れ
だ
け
の
杜
会
的
労
働
が
、
じ
っ
さ
い
に
配
分
さ
れ
る
か
、
を
し
る
と

い
う
必
要
性
が
、
商
品
１
１
貨
幣
閑
係
の
利
用
か
ら
、
本
賃
的
に
白
由
に
な
る
こ
と
を
前
捉
と
す
る
と
い
う
見
解
を
う
み
だ
し
、
ソ
辿

で
は
・
塊
在
ま
で
、
こ
の
よ
う
な
見
解
が
、
三
回
に
わ
た
っ
て
、
で
て
き
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
一
九
二
〇
年
と
一
九
二
一
年
に
、
ヴ
ァ
ル
ガ
や
ス
ト
ウ
ル
ミ
ー
リ
ソ
、
ス
、
・
・
ツ
ト
な
ど
が
、
貨
幣
計
算
か
ら
労
働
計
算
へ
の
移
行

を
・
さ
い
し
ょ
に
裟
し
句
・
）
困
内
陛
よ
り
っ
く
り
だ
さ
れ
た
状
態
を
、
怖
丁
貨
簡
係
の
一
柵
と
み
な
し
た
こ
と
が
、
こ
の

よ
う
な
捉
集
の
背
妖
の
一
つ
に
な
っ
て
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
　
一
－
一
茸
；
春
…
葦
・
；
…
・
…
…
一
・
養
三
婁
嚢
姜
・
８
註
毫
・
６
ス
。
、
一
。
ン
、
。
。
穴
凶
、
、
、
ス
一
．
い
、
、
ｖ
と
鼻
§
、

　
　
　
Ｏ
…
…
…
〇
三
喜
・
…
書
暮
二
彗
．
〈
ぎ
姜
毒
套
妻
工
・
ｖ
と
彗
§
一
〇
、
．
、
、
、
ン
；
。
。
。
つ
。
。
・
。
。
二
－
、
、
、
。
・
。
、
、
、
．
匡

　
　
　
尋
§
。
；
・
…
・
；
一
．
書
℃
婁
・
二
姜
蔓
Ｖ
－
…
、
彗
二
・
・
こ
の
こ
ろ
の
搾
や
論
文
は
、
わ
が
閑
で
は
、
は
と
ん
ど
言

　
　
　
　
広
い
豪
で
の
舞
学
に
つ
い
て
一
木
原
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
一
三
．
し



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
三
巻
・
第
一
・
二
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四
（
一
一
四
）

　
　
　
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
峯
空
烏
亭
ｏ
冨
＞
．
Ｏ
．
の
著
作
Ｏ
昌
…
○
ｑ
＝
；
希
雷
．
↓
の
◎
潟
；
考
冥
妾
ｏ
焉
票
．
０
竃
＝
◎
…
・
・
暮
■
岩
竈
一
を
参
照

　
　
　
し
た
（
同
著
作
九
一
べ
－
ジ
参
照
）
。

　
こ
れ
ら
の
ひ
と
び
と
は
、
商
品
１
１
貨
幣
関
係
の
利
用
の
必
然
性
を
否
定
し
、
杜
会
的
労
働
の
配
分
に
つ
い
て
、
直
接
、
労
働
単
位

に
よ
る
計
算
へ
の
移
付
に
つ
い
て
の
間
題
を
提
起
し
た
。

　
当
時
は
、
政
府
機
関
の
刊
行
物
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
見
解
が
み
ら
れ
た
。
た
と
え
ぼ
、
財
務
人
民
委
員
都
経
済
調
査
研
究

所
の
論
文
集
『
貨
幣
流
逝
と
信
用
』
に
の
せ
ら
れ
て
い
る
シ
メ
レ
フ
の
報
告
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
国
家
経
済
に
お
け
る
計
算
の

基
本
的
諾
閉
魑
」
で
は
、
予
算
の
物
材
化
と
い
う
課
題
を
提
起
し
て
い
る
が
、
こ
の
提
起
の
中
心
は
、
生
産
手
段
、
労
働
力
、
消
曹
一

物
資
な
ど
、
す
べ
て
の
計
算
は
、
あ
ら
ゆ
る
仙
他
的
べ
ー
ル
を
と
り
さ
っ
た
物
材
的
外
皮
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
、
と
い
う
こ
と

　
　
（
１
）

に
あ
る
。

　
　
（
１
）
－
ｏ
彗
葺
Ｅ
毒
完
墨
不
ｅ
．
○
畠
○
困
重
二
〇
；
ｃ
量
ｋ
き
；
因
「
ｏ
ｏ
着
毛
ｑ
馬
…
２
×
８
註
ｏ
畠
ｏ
．
｛
ｏ
亮
畠
℃
毒
畠
．
罧
Ｑ
０
…
匡
毒
。
、
宕
毒
姜
ｏ
ｏ

　
　
０
Ｑ
喀
暮
姜
二
二
毛
レ
；
、
、
二
．
ｒ
＝
・
」
竃
Ｎ
．
ｑ
Ｐ
昌
仁
－
昌
閉
．
（
２
．
茅
責
２
胃
畠
＞
．
Ｏ
二
９
ｏ
妻
ｏ
ｑ
：
；
空
與
．
Ｓ
Ｐ
§
）

　
　
　
な
お
、
こ
の
搬
作
に
は
、
　
「
ロ
シ
ァ
連
邦
共
和
閑
旧
宋
維
済
に
お
け
る
労
働
計
算
単
位
に
っ
い
て
の
人
民
委
貝
八
ム
議
布
告
」
革
案
が
っ
げ
ら

　
　
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
公
式
に
、
労
働
計
算
へ
の
移
行
が
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。

　
さ
き
に
の
べ
た
よ
う
に
、
す
で
に
一
九
一
九
年
に
採
択
さ
れ
た
共
産
党
綱
領
で
、
貨
幣
を
い
っ
き
ょ
に
な
く
す
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
が
折
摘
さ
れ
、
レ
ー
ニ
ソ
も
ま
た
、
　
「
教
慮
人
の
た
め
の
生
産
物
の
分
配
の
組
織
を
と
と
の
え
る
」
ま
で
は
、
　
「
貨
幣
を
い
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

き
ょ
に
な
く
す
こ
と
も
で
き
な
い
」
こ
と
を
桁
、
納
し
て
い
る
。
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
こ
と
は
、
貨
幣
を
す
ぐ
さ
ま
な

く
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
れ
を
な
く
す
た
め
、
乍
雌
物
の
分
配
の
組
織
を
、
た
ゆ
み
な
く
と
と
の
え
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
こ
と
、

す
な
わ
ち
、
貨
附
を
な
く
す
条
作
を
、
砒
版
的
に
っ
く
る
二
と
の
必
要
を
強
洲
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。



　
一
－
二
季
…
一
〇
呈
二
喜
．
』
－
９
ぎ
二
・
。
・
；
・
・
。
・
。
；
・
。
・
・
。
Ｐ
睾

　
レ
ー
ニ
ソ
は
・
商
茉
と
貨
幣
流
通
が
存
在
す
る
必
然
性
と
そ
れ
ら
を
た
だ
ち
に
な
く
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
み
と
め
て
は
い

る
が
・
一
方
で
は
・
商
業
と
貨
幣
流
通
の
岡
宗
に
よ
る
規
制
、
す
な
わ
ち
側
眼
を
く
わ
え
、
そ
の
限
界
を
さ
だ
め
る
こ
と
の
可
能
性

と
そ
の
必
要
、
他
方
で
は
、
共
産
主
義
の
萌
芽
に
依
拠
し
、
積
極
的
に
新
し
い
条
件
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
に
よ
つ
て
、
生
産
物
交
換

を
直
接
う
ち
た
て
る
必
要
を
、
く
り
か
え
し
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
レ
ー
ニ
ソ
は
、
古
い
も
の
は
規
制
し
、
新
し
い
も
の
を
つ
く

り
あ
げ
て
い
く
こ
と
が
、
必
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
貨
幣
を
い
っ
き
ょ
に
廃
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
、
さ
き
に
の
べ
た
よ
う
に
、
す
で
に
、
一
九
一
九
年
三
月
に
、
レ
ー
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
、

ソ
の
草
案
に
も
と
づ
い
て
採
択
さ
れ
た
「
ロ
シ
ァ
共
産
党
（
ポ
）
綱
領
」
に
お
い
て
も
指
揃
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
カ
　
こ
の
こ
と

が
、
と
く
に
強
調
さ
れ
た
の
は
、
戦
時
共
産
主
義
か
ら
新
経
済
政
策
へ
の
転
換
に
あ
た
う
て
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
宗
彗
手
ｏ
・
チ
喜
．
ｔ
二
量
～
ｏ
・
；
・
ｏ
ｍ
・

　
貨
幣
ギ
な
く
し
・
商
茉
を
、
　
「
全
因
的
な
視
桃
で
の
計
画
的
・
組
織
的
な
生
鹿
物
分
配
」
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
い
っ

で
あ
る
か
・
貨
幣
を
庵
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
期
に
っ
い
て
は
、
も
ち
ろ
ん
、
は
っ
き
り
と
し
め
さ
れ
て
い
な
い
。
当
時
の
条
件

の
も
と
で
・
し
め
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
硫
本
キ
滋
か
ら
共
産
十
工
養
に
う
っ
る
に
は
、

「
杜
会
主
義
的
な
記
帳
と
統
制
を
へ
て
、
共
座
ｔ
衷
の
伽
段
階
の
一
つ
（
ス
ｏ
崔
０
５
、
竃
コ
。
レ
。
一
、
、
。
国
）
に
う
つ
る
に
さ
え
、
長
い
、
級

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

雑
な
（
そ
の
化
会
が
水
発
迷
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
い
っ
そ
う
長
い
）
過
波
期
が
必
要
」
で
あ
る
こ
と
は
、
　
マ
ル
ク
ス
主
炎
の
古
典
が
桁
摘

し
・
腿
史
的
に
も
検
礼
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
巡
波
期
の
全
時
期
に
わ
た
っ
て
、
貨
幣
を
な
く
す
こ
と
が
で
き

な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ど
う
か
に
っ
い
て
は
、
か
た
ら
ず
し
も
閉
確
で
な
い
Ｕ

　
　
　
広
い
な
味
で
の
経
済
学
に
つ
い
て
（
木
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五
　
（
一
一
片
一



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
三
巻
・
策
一
・
二
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
六
　
（
一
一
六
）

　
　
（
１
）
宗
…
Ｐ
Ｏ
○
、
一
二
竃
戸
や
ｏ
二
９
二
・
。
．
昌
ｏ
」
ｏ
．

　
「
ロ
シ
ァ
共
産
党
（
ボ
）
綱
領
」
が
採
択
さ
れ
た
時
期
に
は
、
貨
幣
を
い
っ
き
ょ
に
な
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
は
指
摘
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
（
１
）

い
る
が
、
そ
れ
は
、
資
本
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
の
過
渡
の
初
期
（
＝
一
｛
呂
ｏ
暑
ｏ
蓄
）
〔
傍
点
－
木
原
〕
に
は
、
廃
止
で
き
な
い
と
の
べ

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
初
期
」
と
い
う
意
味
は
、
資
木
主
義
か
ら
共
産
主
義
へ
の
第
一
段
階
（
弓
口
竃
曾
し
。
與
）
、
全
体
を
、
さ
し
て
い

る
の
か
、
あ
る
い
は
、
資
本
主
義
か
ら
杜
会
主
義
へ
の
過
渡
期
、
つ
ま
り
国
民
経
済
の
全
分
野
に
わ
た
る
杜
会
主
義
的
改
造
が
お
わ

り
、
杜
く
ム
主
義
の
き
そ
が
っ
く
ら
れ
る
ま
で
の
時
期
、
広
い
意
味
で
の
杜
会
革
命
の
時
期
を
さ
し
て
い
る
の
か
は
、
か
な
ら
ず
し
も

閉
確
で
は
な
い
。
し
か
し
「
綱
傾
」
が
採
択
さ
れ
た
時
期
に
は
、
貨
幣
の
廃
止
は
、
比
較
的
は
や
く
で
き
る
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
（
１
）
亭
…
～
Ｏ
呈
．
二
暑
．
や
Ｐ
↓
婁
睾
昌
Ｐ
り
ｍ
．

　
な
ぜ
な
ら
、
　
「
綱
傾
」
革
案
で
は
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
　
「
住
民
の
な
か
の
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
分
子
は
、
私
的
所
有
と

し
て
の
こ
さ
れ
て
い
る
貨
幣
衣
卓
　
　
搾
取
者
が
杜
八
ム
的
ジ
＾
を
受
け
と
る
権
利
証
閉
々
　
　
を
、
投
機
や
企
も
う
け
や
勤
労
者
の
略

無
の
た
め
に
利
川
し
っ
づ
け
る
。
ブ
ル
ジ
コ
ァ
的
略
碓
の
二
の
逃
物
と
た
た
か
う
た
め
に
は
、
銀
け
を
旧
有
化
す
る
だ
け
で
は
不
十

分
で
あ
る
。
ロ
シ
ァ
共
床
．
火
は
、
貨
幣
の
庵
止
を
準
榊
す
る
も
っ
と
も
急
巡
的
な
淋
方
災
を
、
で
き
る
だ
け
急
速
に
火
行
す
る
よ
う

に
っ
と
め
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
姑
一
に
、
叶
金
恨
や
、
小
切
丁
や
、
公
共
の
生
昧
物
を
受
け
と
る
権
利
を
し
め
す
幻
期

の
人
火
な
ど
を
貨
幣
に
代
川
さ
せ
る
こ
と
、
奴
け
へ
の
倣
制
閉
、
企
制
を
制
定
す
る
こ
と
な
ど
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
」
ま
た
、
分
削
に

っ
い
て
の
べ
た
と
こ
ろ
で
は
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
　
「
分
配
の
分
野
で
は
、
塊
在
、
ソ
ビ
ェ
ト
権
力
の
任
務
は
、
賄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

仰
、
爪
を
、
乍
Ｎ
水
的
な
概
快
で
の
計
両
的
・
糾
織
的
な
止
雌
物
分
配
に
代
え
る
こ
と
を
、
た
ゆ
み
な
く
っ
づ
げ
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。
」



　
（
１
）
　
ヨ
望
…
一
Ｑ
≠
し
口
戸
や
Ｐ
昌
茎
Ｎ
り
・
８
Ｐ
雷
・

　
（
２
）
↓
婁
美
９
昌
？
澤

　
こ
の
よ
う
に
・
貨
幣
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
略
奪
の
手
段
で
あ
る
か
ら
、
銀
行
の
国
有
化
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
貨
幣
を
媒
介
と

し
な
い
決
済
の
分
恥
を
ひ
ろ
げ
、
貨
幣
の
廃
止
を
準
備
す
る
よ
う
な
、
い
く
つ
か
の
方
策
を
火
行
す
る
こ
と
に
重
点
が
お
か
れ
て
い

釘
。
）
す
な
わ
ち
一
共
産
主
義
的
な
生
産
と
生
嵯
物
の
分
配
が
、
ま
だ
完
全
に
組
織
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
貨
幣
を
た
く
す
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
貨
幣
は
、
こ
う
い
う
事
情
の
も
と
で
は
、
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
的
分
子
が
、
勤
労
者
を
略
奪
す
る
手
段
と
し
て
使
用
す
る
こ

と
を
や
め
な
い
か
ら
、
貨
幣
を
廃
止
す
る
た
め
の
方
策
を
実
行
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
貨
幣
を
た
だ
ち
に

廃
止
す
る
一
」
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
貨
幣
を
「
利
用
す
る
」
と
い
う
の
で
は
な
く
、
貨
幣
の
廃
止
を
準
備
す
る
方
策
の
火
行
に
っ
い

て
の
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
い
く
つ
か
の
具
体
的
方
策
と
し
て
、
　
「
現
金
を
人
民
銀
付
に
強
側
的
に
貯
蓄
さ
せ
る
こ

と
、
家
計
予
算
手
帳
制
度
を
実
施
す
る
こ
と
、
手
形
を
現
金
に
代
用
さ
せ
る
こ
と
、
短
い
有
効
期
眼
の
物
寮
購
入
券
を
実
施
す
る
こ

　
　
（
２
）

と
な
ど
」
、
か
な
り
詳
細
な
方
策
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
（
１
）
宗
…
～
Ｏ
・
チ
己
戸
な
一
・
量
軍
Ｓ
で
・
ｏ
ｍ
・

　
　
（
２
）
↓
婁
美
９
Ｓ
Ｐ
章

　
こ
の
点
、
南
業
を
「
企
同
家
的
な
規
杖
で
の
計
両
的
・
肌
織
的
な
生
雌
物
分
阯
に
代
え
」
、
“
貨
幣
を
庵
止
す
る
こ
と
は
、
比
佼
的

近
い
将
来
に
実
塊
さ
れ
る
こ
と
が
予
恕
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
、

　
「
物
資
勅
貝
」
計
両
を
中
心
と
す
る
椴
時
共
産
上
養
の
も
と
で
の
非
常
耕
置
、
す
な
わ
ち
、
　
「
非
経
沽
的
な
条
件
に
よ
っ
て
ひ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

お
こ
さ
れ
、
い
ち
じ
る
し
く
軍
箏
的
条
件
に
よ
っ
て
命
ぜ
ら
れ
た
枡
置
」
が
、
直
按
共
産
主
表
的
た
化
水
と
分
舳
へ
移
一
付
す
る
み
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

と
浪
同
さ
れ
、
　
「
珊
約
的
に
も
政
治
的
に
も
必
要
と
さ
れ
る
以
上
に
、
す
す
み
す
ぎ
」
る
と
い
う
結
火
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
よ
う

　
　
　
広
い
意
味
で
の
維
済
学
に
つ
い
て
（
木
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
七
　
（
一
一
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
三
巻
・
第
一
二
一
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八
　
（
一
一
八
）

た
布
態
を
も
た
ら
し
た
の
も
、
共
産
主
義
的
な
生
産
と
分
配
は
、
　
「
急
遊
的
な
方
策
」
に
よ
っ
て
、
急
速
に
実
現
さ
れ
う
る
と
か
ん

が
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
　
（
１
）
暮
＝
…
一
〇
〇
チ
竃
■
．
↑
の
二
睾
ニ
ド
Ｓ
？
旨
ｏ
．

　
　
（
２
）
箏
ぞ
；
一
Ｐ
ｑ
つ
．
岩
べ
．

　
し
か
し
な
が
ら
、
因
内
戦
に
よ
る
経
済
の
未
睨
有
の
荒
廃
と
、
小
経
営
（
処
業
に
お
け
る
）
が
同
内
で
優
越
し
て
い
る
と
い
う
条
件

の
も
と
で
、
共
産
キ
義
へ
直
接
移
行
す
る
こ
と
は
、
経
済
的
に
不
可
能
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
資
本
十
義
か
ら
杜
会
主
義
へ

の
移
行
の
形
態
は
、
け
っ
し
て
革
一
の
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
晦
級
的
な
み
ち
で
も
な
い
。
　
「
同
内
で
、
大
規
杖
な
旅
本
主
義
的
柑

関
係
が
、
す
で
に
優
越
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
小
緑
営
が
国
内
で
優
越
し
て
い
る
か
、
に
し
た
が
っ
て
、
資
本
羊
義
か
ら
杜
会
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

義
へ
の
移
け
は
、
い
ろ
い
ろ
な
形
態
」
が
あ
り
う
る
。
　
「
新
経
済
政
策
」
へ
の
転
換
は
、
当
時
の
同
民
経
済
の
班
実
」
と
プ
ロ
レ
タ
リ

ァ
ー
ト
が
旧
宋
権
力
を
に
ぎ
っ
て
い
る
と
い
う
条
件
の
も
と
で
、
従
来
「
席
業
と
工
業
を
同
有
化
し
、
地
方
的
取
引
を
停
止
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

い
う
入
お
を
、
あ
ま
り
に
も
さ
き
ま
で
す
す
み
す
ぎ
」
た
あ
や
ま
り
の
ぽ
箏
の
う
え
に
、
収
引
の
ｎ
｛
、
一
藺
業
の
ｎ
巾
を
み
と
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

旧
水
的
岬
側
（
指
篶
）
の
も
と
で
、
旧
内
席
茉
を
振
舳
一
す
る
政
災
へ
の
伝
扱
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

　
　
↑
）
ま
…
戸
Ｏ
；
．
二
〇
』
．
ヤ
Ｐ
峯
ニ
ド
ｑ
？
８
り
』
Ｈ
９

　
　
（
２
）
↓
蔓
姜
一
；
〕
」
畠
．

　
　
（
３
）
↓
婁
秦
二
う
・
。
り
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

　
、
柳
維
沽
政
液
」
は
、
「
戦
略
的
退
却
」
で
あ
り
、
「
杜
八
バ
上
災
述
没
の
方
法
と
形
態
を
根
木
的
に
か
え
」
た
も
の
で
は
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

も
わ
心
ん
「
労
働
考
Ｎ
宗
の
木
貰
」
を
か
え
る
も
の
で
は
な
い
。
　
「
，
労
働
考
と
悠
｛
の
Ｎ
椛
の
形
籔
と
本
町
」
の
変
更
で
あ
り
、
旧

内
狐
に
よ
り
破
壊
さ
れ
た
、
労
側
考
と
篶
尺
の
緑
沽
的
“
川
皿
の
倣
化
、
　
「
プ
ｐ
レ
タ
リ
ァ
旧
索
の
汁
沽
的
た
力
を
っ
よ
め
る
た
め
に
、



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

農
民
経
済
と
の
結
合
を
つ
く
り
だ
す
」
た
め
の
方
策
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

　
　
（
！
）
寿
…
芦
Ｏ
・
二
．
二
暮
．
や
・
・
一
…
ニ
ド
§
・
き
と
・

　
　
（
２
）
箏
彗
秦
一
Ｓ
Ｐ
旨
ｏ
．

　
　
（
３
）
↓
姜
秦
一
Ｓ
Ｐ
お
・
。
・

　
　
（
４
）
↓
婁
秦
二
９
二
。
。
．
Ｓ
Ｐ
Ｎ
賢

　
陥
業
の
自
由
を
み
と
め
た
こ
の
よ
う
た
「
新
経
済
政
策
」
へ
の
転
換
に
よ
っ
て
、
貨
幣
存
在
の
必
然
性
と
そ
の
意
義
が
、
ふ
た
た

び
お
お
き
く
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
レ
ー
ニ
ソ
は
・
な
ぜ
商
業
が
必
要
か
に
っ
い
て
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
　
「
農
民
と
労
働
者
、
す
な
わ
ち
、
控
茱
と
工
楽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

と
の
あ
い
だ
に
は
・
交
換
、
商
業
以
外
の
経
済
的
結
び
っ
き
は
あ
り
え
た
い
」
。
す
た
わ
ち
、
都
市
と
姥
村
と
の
差
異
が
存
在
し
、

農
業
と
工
業
の
分
業
と
手
を
き
る
に
い
た
ら
な
い
あ
い
だ
は
、
両
者
の
商
業
的
結
び
っ
き
が
必
要
な
こ
と
、
っ
ま
り
、
こ
と
な
っ
た

所
有
形
態
（
因
有
化
さ
れ
た
工
業
と
私
的
所
有
に
も
と
づ
く
農
民
の
小
経
悩
）
に
も
と
づ
く
生
産
と
杜
会
的
分
業
が
、
杜
会
的
生
産
物
を
商

品
に
し
・
こ
の
よ
う
な
条
作
の
も
と
で
は
、
生
産
物
は
、
交
換
を
と
お
し
て
の
み
、
生
産
者
か
ら
消
奴
者
の
手
に
う
っ
る
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。

　
　
（
１
）
寿
姜
一
〇
呈
二
暮
」
ん
一
…
乙
・
。
・
；
・
嚢
・

　
「
新
経
済
政
策
」
へ
の
転
換
に
あ
た
り
、
商
業
の
白
山
が
み
と
め
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
同
求
的
規
伽
（
指
導
）
．
の
も

と
で
の
陥
業
の
振
興
で
あ
っ
た
。
こ
臥
こ
と
は
、
他
而
で
は
、
で
き
る
だ
け
す
み
や
か
に
、
商
茱
を
な
く
す
方
向
に
す
す
む
こ
と
が

十
心
向
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
レ
ー
ニ
ソ
は
・
食
料
税
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、
す
な
わ
ち
新
経
済
政
策
へ
の
転
換
に
さ
い
し
、
　
っ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

　
　
　
広
い
意
味
で
の
経
済
学
に
つ
い
て
（
木
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
九
　
（
一
一
九
）



■

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
三
巻
・
第
一
・
二
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
〇
　
（
一
二
〇
）

「
食
料
税
は
、
枢
度
の
窮
乏
と
荒
廃
と
戦
争
に
よ
っ
て
、
よ
ぎ
な
く
さ
れ
た
独
特
の
「
戦
時
共
鹿
主
義
」
か
ら
、
止
し
い
杜
会
主
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

的
な
牛
産
物
交
換
へ
移
行
す
る
形
態
の
一
っ
で
あ
る
。
」

　
さ
ら
に
ま
た
、
レ
ー
ニ
ソ
は
、
　
「
大
工
業
が
優
越
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
優
越
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
に
し
て
も
、
大
い
に

発
展
し
て
お
り
、
農
業
で
大
生
産
が
、
き
わ
め
て
発
展
し
て
い
る
と
す
れ
ぼ
、
そ
の
と
き
は
、
共
産
主
義
へ
直
接
に
移
行
し
て
い
く

　
　
　
　
（
２
）

こ
と
が
で
き
」
、
「
世
界
的
な
規
模
で
、
大
工
業
が
あ
る
か
ぎ
り
、
そ
の
か
ぎ
り
杜
会
士
上
義
へ
の
直
接
的
な
移
行
が
可
能
な
こ
と
は
、

あ
ら
そ
う
余
地
が
な
い
」
こ
と
を
、
指
摘
し
て
い
る
。

　
　
（
１
）
　
ｂ
¢
…
…
－
Ｏ
○
エ
ニ
；
ｃ
Ｕ
■
．
｛
－
Ｐ
↓
○
…
ｃ
ｏ
ド
ｏ
弓
で
．
ｃ
０
Ｎ
Ｈ
．

　
　
（
２
）
↓
婁
毒
一
Ｓ
Ｐ
旨
○
．

　
　
（
３
）
↓
姜
毒
二
婁
二
・
。
．
ｏ
老
１
お
ト

　
、
時
の
課
越
は
、
資
本
主
義
か
ら
杜
会
主
義
へ
の
過
波
期
（
ひ
ろ
い
瓜
味
で
の
杜
く
ム
乍
虚
革
命
の
時
期
）
に
お
い
て
は
、
因
家
的
視
制

の
も
と
で
、
怖
茉
を
掠
典
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
急
速
に
同
民
経
済
を
復
輿
し
、
他
方
で
は
、
杜
会
主
栽
的
工
茉
化
と
畏
茉
災
団

化
（
人
帆
棋
腔
茉
小
咋
）
を
す
す
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
　
「
共
雌
主
衷
へ
直
接
に
移
行
す
る
」
条
件
を
っ
く
り
だ
す
こ
と
に
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
条
件
を
っ
く
り
だ
す
こ
と
は
、
旧
祉
く
バ
か
ら
も
ち
こ
さ
れ
た
経
済
的
ヵ
テ
ゴ
リ
ー
を
な
く
す
た
め
の
条
件
を
っ
く
り
だ

す
こ
と
で
も
あ
り
、
焔
＾
や
貨
幣
も
ま
た
、
な
く
す
こ
と
が
で
き
、
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
と
、
か
ん
が
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
、
石
定

で
き
な
い
で
あ
ろ
う
、
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
八
川
確
に
で
は
な
い
が
、
怖
＾
１
１
貨
幣
閉
デ
保
が
必
、
炎
な
の
は
、
資
木
に
栽
か
ら
杜
く
ム
十
張

へ
の
過
波
期
で
あ
り
、
広
い
芯
味
で
の
礼
八
ム
に
衷
休
命
の
叶
側
が
お
わ
れ
ぼ
、
焔
＾
や
化
以
附
の
…
胆
は
、
桝
決
き
れ
、
な
く
な
る
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

あ
ろ
う
と
い
う
兄
柳
が
、
支
附
的
で
あ
っ
た
。

　
（
１
）
　
州
稿
「
広
い
恵
味
で
の
維
済
学
に
つ
い
て
」
「
ｔ
命
鮒
維
済
学
」
卵
十
准
、
篶
四
片
ち
…
一
、

■



　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
　
丁
逃
渡
期
」
を
、
せ
ま
い
意
味
で
理
解
す
る
こ
と
は
、
一
方
で
は
ま
た
杜
公
主
養
の
段
階
を
固
定
化
す
る
見

解
を
生
み
だ
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
も
ち
一
。
っ
ん
、
い
く
つ
か
の
ウ
ク
ラ
ー
ド
、
か
ま
だ
存
在
す
る
資
本
主
義
か
ら
杜
八
ム
主
表
へ
の
過
渡
期
、
つ
ま
り
、
　
「
杜
会
主
養
革
命

と
杜
会
十
上
炎
建
設
を
遂
行
す
る
こ
と
」
、
か
、
お
も
な
任
栃
で
あ
る
こ
の
時
期
と
、
杜
く
ム
、
干
義
的
ウ
ク
ラ
ー
ド
が
、
国
民
経
済
に
お
い

て
、
支
配
的
に
な
っ
た
時
期
と
を
区
別
す
る
こ
と
、
か
、
必
要
な
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
　
（
１
）
　
ロ
シ
ア
で
は
、
Ｈ
家
父
兵
捌
的
な
、
す
な
わ
ち
、
い
ち
じ
る
し
い
程
皮
に
理
物
的
な
農
民
維
済
　
目
小
商
。
川
生
陵
（
殻
物
を
売
る
大
多
数
の

　
　
　
農
民
は
こ
れ
に
は
い
る
）
　
目
私
維
営
的
資
木
主
義
、
陶
岡
家
費
木
主
義
、
圃
杜
ヘ
ム
主
義
、
の
五
っ
の
杜
ヘ
ム
Ｈ
経
済
制
度
の
諦
要
素
。
か
か
ら
み

　
　
　
あ
っ
て
い
た
（
９
一
．
■
０
…
壬
一
〇
〇
エ
ニ
↓
Ｏ
≦
Ｃ
Ｏ
ド
Ｏ
オ
Ｐ
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
Ｏ
Ｏ
－
Ｏ
．
）
。

　
　
　
　
巾
国
で
は
、
　
「
貰
本
主
淡
か
ら
社
八
ム
主
義
へ
の
過
渡
期
に
、
っ
ぎ
の
三
純
顯
、
す
な
わ
お
、
礼
会
主
義
的
門
営
縦
済
、
畏
｛
と
手
工
業
考
の

　
　
　
革
独
維
営
維
済
、
資
木
主
淡
縦
済
、
か
存
在
し
て
い
た
」
（
『
中
旧
汽
木
主
淡
工
怖
業
的
礼
八
ム
主
表
改
篶
』
人
ｋ
川
版
杜
、
一
九
六
二
年
、
六
一
へ

　
　
　
ｉ
ジ
参
照
）
。

　
も
ち
ろ
ん
、
資
本
主
遼
か
ら
共
産
キ
菰
へ
の
過
波
期
を
、
股
陪
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
か
、
わ
け
る
べ
き
で
な
い
と
か
、

い
う
こ
と
で
は
な
い
。
雌
火
的
一
時
代
を
な
す
長
い
時
期
の
あ
い
だ
に
は
、
っ
ま
り
「
資
木
主
我
か
ら
共
産
主
養
へ
の
移
行
と
い
う

企
般
的
た
侃
的
変
化
の
ま
え
の
、
母
的
変
化
の
過
枠
令
体
の
な
か
に
、
爪
．
大
た
怠
炎
を
も
っ
た
郁
分
的
な
皿
的
変
化
、
か
あ
る
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ユ
）

こ
と
で
あ
る
。
…
・
…
・
こ
う
し
た
郁
分
的
な
皿
的
変
化
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
て
、
股
階
を
．
Ｋ
分
す
る
」
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
二
っ
の
殴
附
、
す
な
わ
ち
、
資
木
主
義
か
ら
什
く
ム
土
表
へ
の
過
波
期
（
資
木
ド
災
か
ら
礼
八
ム
ド
泌
か
、
う
ち
た
て
る
ま
で
の
股
附
）
と

祉
八
ム
キ
虚
か
ら
共
産
主
養
へ
の
移
行
の
股
陪
に
わ
け
る
こ
と
は
、
〈
〕
法
川
的
た
こ
と
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
　
閉
篶
「
人
．
ガ
池
波
時
…
一
的
映
箏
…
魎
一
的
術
脈
」
「
人
甘
、
ｎ
律
」
一
九
六
〇
年
八
川
斤
Ｈ
、
お
よ
び
以
述
「
什
ヘ
グ
一
上
、
水
礼
公
…
汕
波
性
皿
」
『
経

　
　
　
済
．
附
先
」
一
九
六
〇
年
、
第
五
則
参
岬
。
な
■
汁
六
牛
、
狐
の
性
俗
一
」
つ
い
て
は
、
州
帥
「
什
。
、
一
一
上
杉
汁
公
の
什
吊
に
つ
い
て
」
「
縦
済
論
雌
』
第

　
　
　
　
広
い
意
味
で
の
維
済
学
に
つ
い
て
（
木
収
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
一
一
　
（
二
一
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
策
十
三
巻
・
第
一
・
二
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
一
　
（
一
二
二
）

　
　
九
十
三
巻
第
六
号
参
照
こ

　
こ
の
よ
う
に
、
資
本
主
義
か
ら
共
産
士
上
義
へ
の
過
渡
期
を
全
体
と
し
て
一
っ
の
発
展
過
程
と
み
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

二
の
過
程
を
、
さ
ら
に
区
分
す
る
こ
と
と
は
、
矛
府
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
過
渡
期
を
、
せ
ま
い
意
味
で
規
定
す
る
見
解
の
き
そ
に
は
、
さ
き
に
も
の
べ
た
よ
う
に
、
経
済
学
の
対
象
を
、
せ
ま
い
意
味
で
の

経
済
学
の
見
地
に
た
っ
こ
と
か
ら
、
資
本
主
義
経
済
の
諾
法
川
が
、
な
ん
ら
か
の
か
た
ち
で
存
在
し
、
あ
る
い
は
な
ん
ら
か
の
秤
皿

で
咋
用
す
る
せ
ま
い
意
味
で
の
過
渡
期
に
眼
定
す
る
と
い
う
見
解
が
あ
っ
た
。
　
多
ウ
ク
ラ
ー
ド
が
存
在
す
る
過
波
期
経
済
が
お
わ

り
、
統
一
的
計
画
に
も
と
づ
く
合
珊
的
組
織
が
、
よ
り
完
全
に
ｎ
己
を
仰
一
徹
す
る
よ
う
に
な
り
、
杜
会
十
養
経
済
に
な
り
お
わ
る
と

き
に
は
、
資
本
士
上
義
経
済
の
渚
ヵ
テ
ゴ
リ
ー
－
は
、
消
滅
す
る
だ
ろ
う
と
、
か
ん
が
え
ら
れ
て
い
た
。

　
（
１
）
　
州
稿
「
『
ソ
ビ
ェ
ト
縦
済
』
の
理
諭
」
『
縦
済
論
遊
」
第
九
十
二
巻
第
三
号
参
照
。

　
辿
波
川
を
、
せ
ま
い
意
味
で
視
定
す
る
見
桝
と
、
経
済
学
の
共
産
主
義
・
杜
会
ヤ
表
郁
分
の
杵
在
を
否
定
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
経

沽
ツ
汕
減
沽
」
は
、
棚
亙
補
完
の
閑
係
に
た
ち
な
が
ら
、
仕
八
ム
市
褒
股
幣
を
固
定
化
し
、
定
式
化
す
る
伽
向
を
助
長
し
た
の
で
あ

る
。

二

　
資
木
ヤ
淡
か
ら
共
産
ヤ
義
へ
の
過
波
期
は
、
長
期
に
わ
た
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
は
、
旧
祉
会
か
ら
も
ち
こ
さ
れ
た
母
斑

が
、
い
ろ
い
ろ
の
か
た
ち
で
の
こ
る
だ
ろ
う
こ
と
は
、
い
ち
お
う
み
と
め
る
が
、
南
品
１
－
貨
幣
閉
係
は
、
資
本
十
炎
か
ら
礼
会
主
衷

へ
の
過
波
期
に
の
み
の
こ
り
、
杜
く
ム
牛
義
が
挫
設
さ
れ
れ
ぼ
、
こ
れ
ら
の
詐
閑
床
は
た
く
な
る
と
い
う
見
僻
が
、
み
ら
れ
る
。
こ
の



よ
う
た
け
舛
の
き
そ
に
な
っ
た
の
が
、
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
一
一
．
過
波
期
の
経
沽
「
一
で
展
閥
さ
れ
た
新
し
い
杜
公
で
の
「
経
済
学
消
減
論
－
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

で
あ
る
こ
と
は
・
　
さ
き
に
の
べ
た
と
お
り
で
あ
る
、
、
ブ
ハ
ー
リ
ソ
は
、
経
済
学
の
対
象
を
、
　
「
賓
木
ヤ
義
１
１
商
口
…
杜
会
」
に
映
定

し
・
資
木
上
表
の
終
木
は
、
経
派
学
の
終
木
で
あ
る
と
か
ん
が
え
た
。
二
の
ぼ
あ
い
、
単
純
．
榊
、
…
生
座
と
資
本
主
養
生
座
と
の
区
別

は
な
く
、
箏
本
辛
義
杜
公
が
、
　
一
．
肌
織
さ
れ
た
杜
公
」
に
か
わ
れ
ば
、
南
＾
Ｈ
貨
幣
閉
床
は
消
減
し
、
価
化
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
た
く

な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

　
　
（
１
）
　
拙
稿
「
広
い
意
味
で
の
縦
済
学
に
つ
い
て
」
『
立
命
蝋
維
済
学
」
第
十
巻
、
第
四
号
灸
ノ
照
、
、

　
「
経
済
げ
消
滅
諭
」
を
淡
閑
し
た
、
　
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
『
過
渡
期
の
経
済
」
が
公
刊
二
九
二
〇
年
）
さ
・
凧
て
い
ら
い
、
　
経
済
学
の

対
差
め
ぐ
一
て
倫
争
が
お
二
な
わ
れ
一
一
叶
）
「
経
箪
消
篤
一
と
「
せ
ま
い
恵
味
で
の
誰
期
諭
一
の
窮
、
一
言
け
て
、
一
九

二
〇
午
代
の
お
わ
り
か
ら
、
三
〇
年
代
を
へ
て
、
一
九
四
〇
年
に
い
た
る
ま
で
、
経
済
学
者
の
あ
い
だ
に
は
、
ソ
述
邦
に
お
け
る
仙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

他
山
ヵ
テ
ゴ
リ
ー
の
存
作
を
、
否
定
し
、
　
「
沽
＾
１
１
貨
幣
閑
係
の
利
用
を
否
定
す
る
見
解
■
一
が
、
支
杣
的
と
な
っ
た
。

　
　
一
－
一
た
と
え
ぼ
一
九
二
五
年
木
「
止
一
帷
ア
カ
デ
ー
∴
に
お
い
て
閉
惟
・
ム
・
れ
た
「
祭
学
の
裂
；
め
ぐ
る
学
鴛
楡
会
な
ど
一
拙
、
棚
、
肺

　
　
　
掲
沽
文
、
一
〇
一
－
一
〇
三
へ
ー
ジ
参
照
）
。

　
　
（
２
）
若
貴
・
１
一
亭
…
＞
．
ｏ
二
９
・
…
・
・
旨
＝
一
姜
・
；
・
弄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
「
経
済
ケ
消
減
約
」
を
批
判
し
た
、
レ
ー
ニ
ソ
の
『
沖
注
」
、
か
允
表
二
九
二
九
年
）
さ
れ
た
の
を
処
機
に
し
て
、

杜
公
太
経
咳
ガ
の
作
隻
．
否
定
す
る
兄
解
は
、
災
巾
的
批
判
の
マ
ト
に
守
、
杜
公
麦
経
迂
ガ
の
休
系
蒜
立
し
吉
と
す
る

こ
こ
ろ
み
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
　
「
せ
ま
い
恵
味
で
の
辿
波
川
人
…
」
の
彬
桝
を
う
け
て
、
多
ウ
ク
ラ
ー
ド
の
時
期
、
か
お
わ

り
・
什
八
↑
漉
的
ウ
ク
ラ
ー
ド
が
、
閑
比
従
派
に
お
い
て
支
阯
的
枇
を
し
め
る
よ
う
に
な
れ
、
ば
、
｛
。
…
Ａ
杵
閉
腫
、
計
山

的
な
沽
閉
匡
と
一
て
か
わ
る
と
か
ん
が
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
く
わ
え
て
、
「
罠
維
沽
の
計
州
化
の
戊
功
、
第
一
次
、
竺

　
　
　
　
広
い
愈
味
で
の
舞
学
に
つ
い
て
一
木
原
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
三
二
二
三
一



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
三
巻
・
第
一
・
二
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
四
（
二
一
四
）

次
五
カ
年
計
画
の
期
恨
前
遂
行
、
第
三
次
五
カ
年
計
画
の
さ
い
し
ょ
の
渚
年
度
の
計
両
遂
行
の
成
功
を
、
若
干
の
経
済
学
者
は
、
過

大
評
仙
し
、
国
民
経
済
の
計
画
化
を
、
基
木
的
経
済
運
動
法
則
と
み
な
し
、
貨
幣
や
価
格
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
伽
値
的
性
格
を
否

　
　
（
２
）

定
し
た
」
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
「
せ
ま
い
意
味
で
の
過
渡
期
論
」
と
五
カ
年
計
画
の
成
功
は
、
国
民
経
済
計
画
化
が
、
杜
会
主
義
の

も
と
で
の
雀
本
法
則
で
あ
る
と
い
う
、
主
観
的
見
解
を
う
み
だ
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
匝
．
＝
．
淳
姜
．
・
。
葦
嚢
一
・
：
＝
姜
ｑ
工
．
二
．
身
毫
雲
畠
一
〈
し
套
婁
姜
亮
つ
彗
誉
・
；
暑
・
婁
ｖ
；
・
…
姜
＝
旦
・
姜
戸
・
婁
×
一
・

　
　
（
２
）
寿
三
９
呂
畠
＞
．
ｏ
二
〇
↓
○
…
ｏ
Ｓ
＝
；
姜
．
Ｓ
Ｐ
澤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
一
九
三
〇
年
に
、
ソ
連
邦
ゴ
ス
プ
ラ
ソ
の
経
済
調
査
研
究
所
の
禿
行
に
よ
る
論
文
集
－
杜
会
主
義
建
設
の
新
股
陪
」
で
は
、
っ
ぎ

の
よ
う
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
　
「
流
通
分
野
の
存
在
す
る
も
と
で
、
計
両
的
指
導
を
か
ん
が
え
ず
、
ソ
連
祁
の
条
件
の
も
と
で
の
市

場
と
ｈ
ｕ
的
原
川
の
支
舳
と
を
同
一
視
し
、
ま
た
仙
格
を
仙
仇
の
貨
幣
的
表
班
と
同
一
視
す
る
経
済
学
者
は
、
　
「
双
像
の
皮
柵
」
に

よ
っ
て
判
断
し
て
い
る
」
・
…
－
－
－
－
「
お
そ
ら
く
、
労
例
計
算
が
完
全
に
発
迷
す
る
ま
で
は
、
　
「
ル
ー
ブ
リ
」
と
い
う
小
産
物
の
た
だ
し

が
き
の
っ
い
た
糸
称
が
、
た
お
の
こ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
は
す
で
に
仙
格
で
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
、
計
阿
に
よ
っ
て
れ
按

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

決
定
さ
れ
た
、
た
だ
し
が
き
っ
き
の
名
称
で
あ
る
だ
ろ
う
」
、

　
（
１
）
〈
エ
ニ
・
葦
二
…
二
£
一
彗
・
…
毒
・
…
箒
勺
・
・
…
毒
喜
．
Ｏ
ひ
・
言
一
一
二
岩
５
妻
婁
・
・
二
＝
一
；
妻
８
・
員
嚢
○
・

　
　
（
２
）
３
室
毒
一
Ｓ
Ｐ
ｏ
＝
Ｈ
Ｈ
．

　
　
　
こ
の
諭
文
災
の
引
川
は
、
メ
ン
デ
リ
ソ
ー
ン
の
前
掲
〃
九
川
－
九
五
へ
ー
ジ
に
よ
っ
た
し

　
ま
た
、
一
九
四
〇
年
に
公
刊
さ
れ
た
「
ソ
ビ
エ
ト
維
沽
の
禿
於
』
に
お
い
て
も
、
仙
格
が
仙
仙
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
こ
と
を
否

定
し
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
　
「
・
…
－
・
・
怖
＾
１
－
資
、
木
末
義
経
済
に
お
い
て
は
…
－
…
術
品
の
術
幣
形
態
は
、
仙
仙
を
表
塊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

し
た
…
格
で
あ
る
。
し
か
し
、
ソ
ビ
ェ
ト
怖
＾
の
貨
幣
形
態
は
、
価
他
を
・
表
以
し
て
い
な
い
」
。



　
（
１
）
　
で
婁
｝
；
毒
８
毒
；
〈
○
冨
・
リ
彗
＝
ｃ
姜
…
・
９
６
ス
「
竃
」
置
○
∴
弓
Ｐ
お
ｏ
・
こ
の
引
用
も
、
さ
き
の
メ
ン
デ
リ
ソ
ー
ン
の
著
作
九
五
べ
ー
ジ
に

　
　
よ
っ
た
。

　
ソ
連
邦
に
お
け
る
貨
幣
論
の
専
門
家
で
あ
る
ヵ
ズ
ロ
フ
も
ま
た
、
杜
会
主
義
杜
会
に
お
け
る
価
値
法
則
の
存
在
を
否
定
し
、
っ
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
「
…
…
－
杜
会
主
義
祉
会
の
全
経
験
が
し
め
す
よ
う
に
、
価
値
法
則
の
存
在
し
な
い
こ
と
（
傍
点
－
木
原
）
は
、

す
で
に
直
接
労
働
計
算
が
可
能
で
あ
り
、
交
換
形
態
と
し
て
の
商
業
は
、
す
で
に
廃
止
さ
れ
、
貨
幣
の
必
要
が
な
い
こ
と
を
意
味
す

る
も
の
で
は
な
い
。
・
…
仙
他
法
則
は
存
在
し
な
い
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
商
品
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

そ
れ
は
、
形
式
も
ま
た
内
容
も
ま
っ
た
く
こ
と
な
っ
た
席
品
で
あ
る
」
。

　
（
１
）
　
ス
ｏ
嘗
富
「
．
＞
二
〇
ｃ
罵
弓
奪
一
¢
烏
手
「
＝
・
宕
ｃ
．
ｏ
・
（
邦
沢
『
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
貨
幣
論
」
淋
鉄
調
査
部
二
六
〇
べ
－
ジ
）
。

　
こ
れ
ら
の
見
解
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
杜
会
十
義
ウ
ク
ラ
ー
ド
が
、
国
民
経
済
の
な
か
で
支
配
的
な
位
置
を
し
め
る
よ
う
に
な
っ

て
も
、
な
お
貨
幣
、
仙
格
、
商
品
は
た
く
な
ら
ず
、
依
然
と
し
て
存
在
す
る
と
い
う
挑
実
に
直
面
↓
て
も
、
一
方
で
は
価
他
法
則
の

存
在
を
否
定
す
る
こ
と
か
ら
、
仙
格
は
す
で
に
仙
他
の
貨
幣
的
表
塊
と
し
て
で
は
な
く
、
仙
仙
的
ヵ
テ
ゴ
リ
ー
と
は
、
ま
っ
た
く
き

り
は
な
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
か
ん
が
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
一
九
四
一
年
は
じ
め
、
ス
タ
ー
リ
ソ
は
、
ソ
逃
邦
に
も
仙
仙
法
川
が
咋
川
し
て
い
る
こ
と
、
仙
他
た
し
に
は
、
原
仙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
］
）

も
貨
幣
も
あ
り
え
な
い
、
と
い
う
か
ん
が
え
を
の
べ
、
二
〇
年
代
木
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
の
、
仙
仙
法
川
を
否
定
す
る
見
解
は

全
面
的
に
批
判
、
険
討
さ
れ
る
こ
と
に
た
っ
た
。

　
　
（
１
）
　
拙
稿
「
『
ソ
ビ
ェ
ト
経
流
』
　
の
理
冷
」
「
縦
済
諭
遊
』
節
九
十
二
巻
、
第
三
サ
、
一
．
一
．
．
一
－
一
．
一
四
へ
ー
ジ
珍
照
、

　
ス
タ
ー
リ
ソ
が
、
　
一
九
四
一
年
、
仙
仙
法
川
が
作
用
し
て
い
る
こ
と
を
指
捕
し
た
い
き
さ
っ
に
っ
い
て
は
、
っ
ま
び
ら
か
で
は
な

　
　
　
広
い
恵
味
で
の
縦
済
学
に
つ
い
て
（
木
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
五
　
（
一
二
兀
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
策
十
三
巻
・
第
一
・
二
Ａ
口
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
六
（
二
ニ
ハ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

い
が
、
メ
ソ
デ
リ
ソ
ー
ソ
は
、
こ
の
こ
と
に
っ
い
て
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
　
二
九
四
一
年
の
は
じ
め
か
ら
、
ソ
連
邦
に

お
い
て
、
南
品
経
済
形
態
が
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
商
品
、
貨
幣
、
価
格
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
価
位
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る

こ
と
、
価
値
法
川
は
効
力
を
も
っ
て
い
る
こ
と
、
が
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
岬
人
、
火
拝

の
時
期
に
、
い
く
つ
か
の
理
論
的
閉
題
を
解
決
す
る
の
に
特
微
的
な
ス
タ
イ
ル
で
、
確
認
さ
れ
た
。
」

　
　
（
１
）
　
ン
～
の
＝
レ
○
…
〕
ｎ
○
＝
＞
．
ｏ
二
〇
↓
９
享
一
〇
〇
↓
『
二
一
６
…
－
・
ｏ
↓
？
ｏ
ｍ
・

　
一
九
四
一
年
の
ス
タ
ー
リ
ソ
の
指
摘
い
ら
い
、
杜
公
主
義
の
も
と
で
伽
他
法
川
の
作
用
す
る
瞭
閃
、
商
。
…
、
、
術
幣
閑
係
を
利
州
す

る
こ
と
の
必
要
性
、
杜
会
主
衣
の
も
と
で
の
内
＾
１
１
貨
幣
閑
孫
の
特
徴
、
杜
会
キ
義
の
も
と
で
仙
侃
法
川
の
作
川
は
ど
の
よ
う
に
あ

ら
わ
れ
る
か
、
た
ど
の
…
胆
が
、
維
沽
学
に
お
け
る
州
論
…
趣
の
中
心
に
な
っ
た
。

　
メ
ソ
デ
リ
ソ
ー
ソ
の
指
納
し
た
よ
う
に
、
ソ
連
邦
に
仙
仙
法
川
が
作
川
す
る
と
い
う
川
…
胆
が
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
二
岬
人
火
作
Ｌ
と

閑
連
し
て
捉
起
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
、
さ
て
お
く
と
し
て
、
こ
の
指
摘
を
災
機
に
し
て
、
礼
会
ヤ
衷
礼
公
の
内
的
汰
川
を
桝
川
し
よ

う
と
す
る
方
向
に
一
歩
前
逃
し
た
こ
と
は
石
定
で
き
た
い
。

　
で
は
、
仙
仙
汰
川
、
か
存
礼
し
、
作
川
す
る
吠
内
は
、
ど
こ
に
あ
る
か
。
な
に
よ
り
も
ふ
、
、
ず
、
仙
仙
汰
川
の
必
火
什
は
、
糺
公
、
－

養
の
も
と
で
の
労
側
の
火
、
竹
仕
に
も
と
め
ら
れ
た
．
榊
＾
小
水
が
存
在
す
る
か
ら
、
…
仙
汰
川
が
作
川
す
る
の
で
は
た
く
、
労
例
の

典
貫
仕
が
存
在
す
る
た
め
、
労
榊
時
…
に
よ
る
れ
批
の
計
狐
は
不
可
能
で
あ
る
。
　
し
た
、
か
っ
て
、
…
他
法
川
は
必
外
、
…
に
作
州
す

る
。
っ
ま
り
、
怖
＾
止
帷
の
作
礼
か
ら
、
仙
仙
法
川
の
必
外
仕
が
み
お
び
き
だ
さ
れ
る
の
で
は
た
く
、
逆
に
、
計
算
の
版
“
上
の
ｒ

股
と
し
て
把
搾
さ
れ
た
。
い
わ
ば
、
｛
＾
化
水
ぬ
き
の
仙
仙
法
川
沽
で
あ
っ
た
。

　
祉
公
上
■
盗
の
も
と
で
は
、
労
舳
は
、
れ
批
什
公
的
吐
格
を
も
ち
、
搾
取
と
枠
収
例
、
ぱ
は
す
で
、
に
存
在
せ
ず
、
同
宗
、
か
維
沽
売
映
の



方
向
を
規
制
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
杜
会
主
義
の
も
と
で
の
仙
値
法
則
は
、
平
均
利
澗
の
法
則
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
ず
、
そ
れ
は
変

容
さ
れ
た
仙
他
法
則
で
あ
る
、
と
い
う
。
い
わ
ゆ
る
「
改
変
さ
れ
た
価
値
法
則
論
」
が
あ
ら
わ
れ
た
。
商
品
生
産
ぬ
き
の
価
値
法
則

と
い
う
こ
と
か
ら
、
仙
他
法
則
の
改
変
が
、
主
観
的
に
把
握
さ
れ
る
結
果
を
う
み
だ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
点
で
、
ス
タ
ー
リ
ソ

が
、
そ
の
論
文
「
ソ
連
邦
に
お
け
る
礼
会
土
義
の
経
済
的
渚
問
魑
」
の
な
か
で
、
経
済
法
則
の
客
観
的
性
格
を
強
調
し
、
杜
会
主
義

の
も
と
で
仙
値
法
刈
が
作
用
す
る
が
は
、
商
品
生
産
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
商
品
生
産
ぬ
き
の
価
値
法
則
論
を

批
判
し
た
こ
と
は
、
し
か
る
べ
き
評
価
、
か
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
一
九
四
一
年
、
ス
タ
ー
リ
ソ
が
、
ソ
連
邦
に
お
け
る
価
値
法
則
の
作
用
を
指
摘
し
て
い
て
、
一
九
四
三
年
の
『
マ
ル
ク
ス
主
義
の

旗
の
も
と
に
』
誌
、
七
・
八
月
合
併
号
の
論
文
「
経
済
学
の
溝
義
に
つ
い
て
の
若
干
の
問
題
」
、
　
一
九
四
五
年
の
『
経
済
学
教
課
要

綱
』
に
お
い
て
、
仙
仇
法
州
の
咋
用
す
る
こ
と
が
、
確
認
さ
れ
、
さ
ら
に
ヴ
オ
ズ
ネ
セ
ソ
ス
キ
ー
の
『
祖
旧
戦
争
の
時
期
に
お
け
る

ソ
連
邦
の
戦
時
経
済
』
　
（
一
九
四
八
年
刊
）
や
、
オ
ス
ト
ロ
ヴ
イ
ー
チ
ヤ
ノ
フ
の
論
文
「
杜
会
七
義
経
済
の
仙
伏
法
則
」
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

こ
の
見
解
は
、
さ
ら
に
峻
閉
さ
れ
た
。

　
一
－
一
拙
稿
「
礼
全
義
舞
学
の
尖
と
正
一
「
霧
鑑
』
劣
一
巻
、
第
四
、
万
、
二
↑
一
、
一
三
べ
↓
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
ヴ
ォ
ズ
ネ
セ
ソ
ス
キ
ー
・
は
、
旧
宋
維
済
計
州
の
特
殊
性
は
、
‘
そ
れ
が
「
ソ
ビ
エ
ト
旧
民
経
済
の
売
於
法
則
と
な
っ
て
い
る
」
点
で

あ
る
こ
と
を
独
洲
し
て
は
い
る
が
、
劣
概
的
な
維
済
所
法
川
の
存
在
を
ま
っ
た
く
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
他

方
で
は
、
　
「
平
蛉
経
済
の
時
期
に
せ
よ
、
秋
時
統
済
の
時
期
に
せ
よ
、
杜
会
主
義
的
計
両
化
が
、
ど
う
し
て
も
そ
れ
を
か
・
ん
が
、
ゾ
ん
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

い
れ
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
よ
う
な
、
生
陸
お
よ
び
分
陀
の
経
済
法
川
は
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
か
？
」
と
ｎ
…
し
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
の

べ
て
い
る
。
　
「
も
ち
ろ
ん
、
ど
う
し
て
も
か
ん
が
え
に
い
れ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
よ
う
な
消
法
則
が
存
在
す
る
。
経
済
法
則
を
知
る

　
　
　
広
い
恋
味
で
の
経
済
学
に
つ
い
て
（
木
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
七
　
（
一
二
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
三
巻
・
第
一
・
二
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
八
　
（
一
一
、
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
杜
会
主
義
の
利
益
の
た
め
に
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
」
。

　
　
（
１
）
妻
毒
窒
暮
暮
工
１
；
・
・
工
肇
峯
妻
姜
Ｏ
０
９
：
・
℃
喜
毒
毒
畠
董
・
饒
竈
・
饒
、
圭
・
「
…
…
曇
暮
弓
・
曇
・
。
・
；
・
蔓
・

　
　
（
２
）
一
一
姜
毒
．
８
勺
．
崖
岬
．

　
　
（
３
）
↓
婁
秦
－
Ｓ
Ｐ
定
ｍ
．

　
こ
の
よ
う
に
、
計
山
化
法
則
論
と
と
も
に
、
一
方
で
は
、
　
「
生
産
物
の
生
産
お
よ
び
、
分
触
の
搬
用
の
も
っ
と
も
エ
レ
メ
ン
タ
ル
な

　
　
一
１
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
、
）

法
川
」
と
し
て
、
　
「
ソ
ビ
ェ
ト
経
済
に
お
け
る
改
変
さ
れ
た
仙
他
法
則
」
を
あ
げ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ヴ
ォ
ズ
ネ
セ
ソ
ス
キ
ー
は
、
旧
家
計
画
が
、
ソ
ビ
ェ
ト
旧
民
経
済
の
売
展
法
川
と
な
っ
て
い
る
二
と
を
桁
摘
し
て

い
る
。
こ
の
か
ぎ
り
で
は
、
計
画
化
法
川
諭
を
ヤ
張
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
、
か
、
阿
時
に
、
そ
の
特
久
性
の
篶
、
と
し
て
、
「
什
八
ム

主
義
的
汁
画
の
力
は
、
ソ
ビ
ェ
ト
辿
邦
淋
＾
炊
の
秋
、
枢
的
た
側
篶
的
活
鋤
、
レ
ー
ニ
ン
、
ス
タ
ー
リ
ソ
の
党
お
よ
び
ソ
ビ
ェ
ト
政
、
肘

に
も
と
づ
い
て
い
る
。
旧
育
州
は
、
溶
忽
愉
わ
宗
か
定
つ
て
い
る
。
雀
な
ら
、
そ
れ
は
、
娯
と
し
て
殺
化
さ

れ
た
全
ソ
ビ
ェ
ト
民
挟
の
推
威
と
実
肢
に
依
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
民
族
、
共
産
党
、
お
よ
び
旧
家
の
〔
常
的
た
舳
篶
的
爪
勅
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

し
て
は
、
計
両
は
、
死
ん
だ
赦
７
の
ヵ
タ
マ
リ
と
な
る
だ
ろ
う
。
第
、
一
に
、
旧
家
計
内
の
力
は
、
っ
ぎ
の
点
に
き
そ
を
お
い
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
計
｛
は
、
旧
の
あ
ら
ゆ
る
物
ｎ
的
資
源
を
、
　
企
、
連
邦
共
床
党
（
ポ
）
お
よ
び
ソ
ビ
エ
ト
旧
宗
に
寸
っ
て
捉
担
さ
れ
た

　
一
般
的
任
栃
を
解
決
す
る
た
め
に
、
礼
八
ム
七
一
炎
お
よ
び
生
水
丁
股
の
礼
会
主
炎
的
所
有
を
独
化
す
る
た
め
、
資
木
十
、
成
の
包
川
に
た

い
し
、
ソ
ビ
ェ
ト
維
沽
の
独
立
を
破
保
す
る
た
め
、
ま
た
祖
旧
液
争
期
に
は
、
牧
叶
維
沽
の
淋
要
求
を
保
江
す
る
た
め
に
集
巾
す
る

　
　
（
３
）

こ
と
」
　
（
俳
点
－
木
収
）
で
あ
る
と
の
べ
て
い
る
の
を
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
　
計
阿
化
と
法
川
の
閑
係
に
っ
い
て
は
、
　
か
た
ら
ず

し
も
州
確
で
は
な
い
。
た
だ
、
Ｎ
宋
計
川
の
力
を
独
洲
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
力
の
災
巾
と
し
て
の
計
州
を
、
ひ
じ
、
よ
、
り
に
独
力
な

．
も
の
と
し
て
考
宋
し
た
こ
と
、
か
、
計
則
化
法
川
淋
と
お
な
じ
納
処
に
み
ち
び
く
こ
と
に
た
っ
た
の
で
あ
る
。



（
１
）
　
巾
◎
Ｕ
。
毒
ｏ
窒
臭
葦
．
↓
姜
美
９
Ｓ
つ
．
Ｈ
置
・

（
２
）
｝
富
毒
毒
彗
芦
箏
…
美
¢
一
昌
つ
．
崖
卜

（
３
）
ｏ
８
毒
望
臭
葦
弓
姜
美
〇
一
Ｓ
Ｐ
崖
ヤ
崖
蜆
・

　
　
な
お
、
ヴ
ォ
ズ
ネ
セ
ソ
ス
キ
ー
は
、
さ
い
き
ん
「
共
産
党
と
経
済
科
学
の
ひ
い
で
た
活
動
家
」
と
し
て
、
全
面
的
に
再
評
価
さ
れ
る
に
い
た

　
っ
た
。
『
経
済
の
諸
間
題
』
誌
、
一
九
六
三
年
十
二
月
号
に
、
ゲ
・
ソ
ロ
ー
キ
ン
は
、
ヴ
ォ
ズ
ネ
セ
ン
ス
キ
ー
の
生
誕
六
〇
年
光
記
念
し
て
、
一

　
文
を
か
き
、
な
が
ら
く
ゴ
ス
プ
ラ
ン
の
議
長
の
席
に
あ
っ
た
か
れ
の
功
績
を
た
か
く
評
価
し
て
い
る
。
そ
の
著
作
『
祖
国
戦
争
の
時
期
に
お
げ

　
る
ソ
連
邦
の
戦
時
経
済
』
も
再
評
価
さ
れ
、
と
く
に
、
杜
会
主
義
経
済
に
お
げ
る
価
値
法
則
の
役
割
に
っ
い
て
の
ヴ
ォ
ズ
ネ
セ
ン
ス
キ
ー
の
見

　
解
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
見
解
の
批
判
に
と
も
な
い
、
逆
に
た
か
く
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
ソ
ロ
ー
キ
ソ
に
よ
れ
ば
、
ヴ
ォ
ズ
ネ
セ
ン
ス
キ
ー
は
、
逮
捕
さ
れ
る
ま
で
に
、
『
共
産
主
義
の
経
済
学
』
を
執
筆
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
労
作

　
は
、
消
失
し
、
み
る
こ
と
の
で
き
な
い
の
は
、
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

　
　
な
お
、
こ
の
一
文
で
、
ソ
ロ
ー
キ
ン
は
、
一
九
二
九
年
、
ス
タ
ー
リ
ン
が
当
時
作
成
さ
れ
た
バ
ラ
ン
ス
表
式
を
、
数
字
の
遊
戯
だ
と
批
判
し

　
た
こ
と
に
っ
い
て
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
　
「
個
人
崇
拝
の
時
期
の
事
情
は
、
計
画
化
の
改
善
、
と
く
に
再
生
産
の
諸
側
面
、
国
民
経

　
済
の
諸
部
門
や
工
業
に
お
け
る
諸
部
門
の
あ
い
だ
の
正
し
い
相
互
関
係
を
、
バ
ラ
ン
ス
の
き
そ
の
う
え
に
、
う
ち
た
て
る
こ
と
を
、
い
ち
じ
る

　
し
く
さ
ま
た
げ
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
一
九
二
九
年
、
当
時
の
バ
ラ
ソ
ー
ス
の
図
式
構
成
を
拒
否
し
、
科
学
者
や
実
務
家
が
、
バ
ラ
ソ
ス
作
成
に

　
た
ず
さ
わ
る
熱
意
を
ぶ
ち
こ
わ
し
た
。
あ
と
に
な
っ
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
ゴ
ス
プ
ラ
ン
に
た
い
し
、
穀
物
Ｈ
飼
料
バ
ラ
ン
ス
の
作
成
を
禁
止

　
し
た
。
す
な
わ
ち
、
穀
物
資
源
を
計
算
し
、
計
山
化
す
る
こ
と
、
ま
た
、
穀
物
の
必
要
な
支
出
ー
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
お
け
る
支
出
や
コ
ル
ホ
ー
ズ

　
員
の
必
要
を
も
ふ
く
め
て
１
を
計
画
し
、
計
画
化
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た
。
ヴ
ォ
ズ
ネ
セ
ソ
ス
キ
ー
の
発
議
に
よ
り
ソ
連
邦
ゴ
ス
プ
ラ
ソ
は
、

　
国
民
経
済
バ
ラ
ン
ス
の
作
成
を
復
活
し
た
の
で
あ
る
。
」
（
２
．
Ｏ
ｏ
「
○
…
＝
「
二
事
；
饅
５
；
妾
Ｓ
暮
胃
蟹
『
竃
…
…
＜
…
ｏ
…
一
売
冥
婁
畠
弓
姜
；

き
彗
…
毒
臭
・
＝
…
・
・
．
（
ス
８
」
…
；
・
８
童
で
婁
葦
彗
工
．
＞
』
８
毒
§
・
葦
・
）
・
台
昌
つ
婁
二
套
・
…
套
ｙ
客
量
Ｈ
嚢
・
；
・

　
Ｈ
胃
』
竈
．
）

　
ヴ
ォ
ズ
ネ
セ
ソ
ス
キ
ー
や
オ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ
ー
チ
ャ
ノ
フ
に
よ
っ
て
股
閑
さ
れ
た
、
計
画
化
法
則
論
、
す
な
わ
ち
、
杜
会
主
義
計
画

は
生
産
と
分
配
の
経
済
法
川
で
あ
り
、
杜
会
主
義
の
発
展
法
則
と
す
る
見
解
や
、
改
変
さ
れ
た
価
値
法
則
論
は
、
　
『
ス
タ
ー
リ
ソ
諭

　
　
　
広
い
意
味
で
の
経
済
学
に
つ
い
て
（
木
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
九
　
（
二
一
九
）



●

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
三
巻
・
第
一
二
一
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
〇
（
二
二
〇
）

文
』
（
一
九
五
二
年
の
論
文
「
ソ
連
邦
に
お
け
る
杜
会
主
義
の
経
済
的
諸
問
題
」
）
の
発
表
い
ら
い
、
集
中
的
な
批
判
の
対
象
に
な
っ
た
。

　
ヴ
ォ
ズ
ネ
セ
ソ
ス
キ
ー
の
著
作
『
祖
国
戦
争
の
時
期
に
お
け
る
ソ
連
邦
の
戦
時
経
済
』
は
、
「
観
念
的
、
主
意
説
的
見
解
の
も
っ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

も
て
っ
て
い
し
た
も
の
」
と
き
め
っ
け
ら
れ
、
同
時
に
ま
た
、
「
ス
タ
ー
リ
ソ
論
文
」
が
出
版
さ
れ
る
ま
で
、
『
経
済
の
諸
問
題
」
誌

は
、
お
お
き
な
あ
や
ま
り
を
お
か
し
、
　
「
杜
会
主
義
の
も
と
で
の
杜
会
発
展
法
則
に
っ
い
て
の
非
マ
ル
ク
ス
主
義
的
見
解
を
も
ち
、

杜
会
主
義
経
済
学
の
問
題
を
、
科
学
的
に
検
討
す
る
こ
と
を
さ
ま
た
げ
、
杜
会
主
義
建
設
の
実
践
の
理
論
的
一
般
化
を
さ
ま
た
げ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

た
こ
と
が
、
自
己
批
判
さ
れ
た
。

　
　
（
１
）
コ
｛
因
彗
Ｓ
胃
睾
台
○
；
ｏ
亭
一
実
畠
○
…
彗
Ｙ
き
－
．
畠
串
ｏ
｛
ト

　
　
（
２
）
　
↓
婁
美
¢
．
な
お
、
『
経
済
の
諸
問
題
」
誌
の
自
己
批
判
は
、
一
九
五
二
年
十
二
月
二
四
日
っ
げ
『
ブ
ラ
ウ
ダ
紙
』
に
の
せ
ら
れ
た
弄
Ｏ
＜
２
富

　
　
　
の
＝
Ｏ
昌
呂
ミ
８
胃
等
白
£
○
完
富
饒
．
の
な
か
で
、
『
経
済
の
諸
問
題
』
誌
は
、
杜
会
主
義
経
済
学
の
問
題
に
か
ん
し
、
マ
ル
ク
ス
主
義
と

　
　
　
は
無
縁
の
主
観
的
な
見
解
を
ひ
ろ
め
る
役
割
り
を
淡
じ
た
、
と
い
う
指
摘
と
関
連
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
ヴ
ォ
ズ
ネ
セ
ン
ス
キ
ー
の
著
作
は
、
計
画
の
役
割
、
国
家
の
役
割
に
つ
い
て
主
意
的
見
解
を
ひ
ろ
め
、
価
値
法
則
を
、
国
民
経
済

諸
部
門
問
へ
の
労
働
の
配
分
の
規
制
老
と
か
ん
が
え
、
仙
他
法
則
を
物
神
崇
拝
に
ま
で
た
か
め
た
「
反
マ
ル
ク
ス
主
義
的
一
著
作
で

あ
る
と
非
雛
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
オ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ
ー
チ
ャ
ノ
フ
も
ま
た
、
ヴ
ォ
ズ
ネ
セ
ン
ス
キ
ー
の
有
害
な
、
反
マ
ル
ク
ス
主
義
的
著
作
を
推
奨
す
る
論

文
を
か
き
、
杜
会
主
義
の
経
済
学
の
閉
題
の
、
科
学
的
な
検
討
を
さ
ま
た
げ
た
責
任
を
お
わ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
と
批
判
さ
れ
た
。

　
そ
の
他
、
ア
・
レ
オ
ン
チ
エ
フ
、
ゲ
・
カ
ズ
ロ
フ
、
エ
リ
・
．
ガ
ト
フ
ス
キ
ー
、
イ
・
グ
ラ
ト
コ
フ
、
べ
・
ベ
ロ
フ
、
ヤ
・
ク
ロ
ン

ロ
ー
ド
な
ど
も
、
ヴ
ォ
ズ
ネ
セ
ン
ス
キ
ー
の
著
作
を
推
奨
し
、
法
川
に
っ
い
て
の
士
上
概
的
・
徽
念
的
見
僻
を
主
張
し
た
と
し
て
、
批

　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

判
の
対
象
に
な
っ
た
。



　
　
（
１
一
レ
オ
ン
チ
一
フ
は
、
与
隻
・
；
毒
…
…
匡
姜
婁
・
ご
套
…
、
雪
・
Ｈ
募
・
＝
。
、
匡
弓
匡
、
、
。
。
ス
。
、
、
、
ス
。
工
Ｃ
、
曽
。
。
貝
、
、
自
匡
・
。
、
與
。
弓
婁
、
。

　
　
　
自
¢
…
毒
宝
Ｏ
富
…
毒
．
畠
ミ
．
な
ど
の
諸
論
文
で
、
同
民
経
済
計
画
化
は
、
杜
会
主
義
生
産
方
法
の
経
済
法
則
で
あ
る
、
と
い
う
計
画
化
法
則

　
　
　
論
を
展
開
し
た
。

　
　
　
　
　
カ
ズ
ロ
フ
は
・
ヴ
ォ
ズ
ネ
セ
ソ
ス
キ
ー
の
著
作
を
推
奨
し
、
杜
会
主
義
経
済
の
運
動
と
発
展
の
み
な
も
と
は
、
計
画
す
る
杜
会
主
義
国
家
で

　
　
　
あ
る
、
と
い
う
主
擬
的
見
解
を
主
張
し
た
。

　
　
　
　
　
グ
ラ
ト
コ
フ
は
・
著
作
○
涛
一
）
套
Ｏ
宅
昌
完
旨
Ｏ
↓
呂
８
尾
弓
臭
○
「
○
…
竃
８
０
一
一
〇
×
８
葦
Ｏ
、
国
曽
国
畠
ミ
ー
畠
轟
、
、
二
〇
〇
；
○
Ｏ
、
＝
…
簑
工
、
、
Ｏ
○
団
国
、
匡
曽

　
　
　
８
尾
弓
彗
「
Ｏ
×
８
妾
Ｓ
墨
目
畠
崖
－
宕
竃
「
「
．
に
お
い
て
、
杜
会
経
済
の
発
展
に
お
け
る
国
民
経
済
計
画
の
役
割
、
国
家
の
役
割
も
、
主
観
的

　
　
　
観
念
的
に
展
開
し
、
因
家
は
経
済
運
動
の
発
民
の
み
な
も
と
と
し
て
行
動
す
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
、
ま
た
、
ヴ
オ
ズ
ネ
セ
ソ
ス
キ
ー
と
お
な

　
　
　
じ
よ
う
に
、
価
値
法
則
を
物
神
化
し
た
。

　
　
　
　
　
ガ
ト
フ
ス
キ
ー
は
、
論
文
○
×
８
註
Ｓ
尾
…
○
－
○
弓
彗
｝
一
墨
昌
勺
Ｇ
〈
暮
■
窒
、
『
９
；
○
ｏ
；
Ｏ
冨
彗
冥
○
「
○
「
ｃ
｛
葛
勺
Ｓ
墨
因
昌
２
竃
○
ｏ
…
『
…
完
…
葺
．

　
　
　
〈
籟
昌
一
）
○
量
貫
○
；
…
一
套
ｙ
き
Ｃ
〇
一
畠
胃
．
で
、
社
会
主
義
計
西
化
は
、
　
ソ
連
邦
の
発
吸
法
則
で
あ
り
、
杜
会
主
義
の
経
済
法
則
の
実
現
は
、

　
　
　
　
ソ
ビ
ェ
ト
国
民
、
ソ
ビ
ェ
ト
因
家
の
計
画
沽
鋤
を
っ
う
じ
て
の
み
、
は
じ
め
て
可
能
で
あ
る
と
か
ん
が
え
た
。

　
　
　
　
　
そ
の
他
・
イ
．
ア
ソ
チ
ー
シ
キ
ン
、
ヴ
ェ
・
ヴ
ェ
ソ
ジ
エ
ル
、
ア
・
サ
ー
ニ
ナ
な
ど
も
杜
会
主
義
の
も
と
で
の
客
観
法
則
を
一
否
定
し
、
同
家

　
　
　
が
舞
碕
を
っ
く
っ
た
の
で
あ
る
、
ソ
ビ
一
ト
企
の
怠
講
沽
動
一
行
為
一
に
よ
っ
て
の
み
、
経
済
法
則
素
生
す
る
と
い
う
、
誌
化

　
　
　
　
に
つ
い
て
の
主
概
的
・
概
念
的
見
解
を
映
閉
し
た
、

　
こ
の
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
経
済
学
者
は
、
経
沽
法
川
の
客
概
的
性
格
を
否
定
し
、
祉
会
允
於
に
お
け
る
経
済
の
規
定
的

な
役
割
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
が
、
　
、
叶
は
、
　
「
維
済
法
川
の
容
概
的
仕
格
を
狐
視
す
る
」
こ
と
が
欠
陥
で
は
な
く
、
　
あ
た
か
も

「
上
郁
椛
逃
の
維
沽
に
た
い
す
る
形
科
を
逃
少
」
－
評
仙
す
る
」
こ
と
こ
そ
が
、
ヤ
要
な
欠
陥
で
あ
る
、
と
か
ん
が
え
ら
れ
て
い
た
の
で

あ
箏
）

　
　
（
１
）
＝
葦
、
宕
嚢
；
…
．
．
〈
籟
昌
つ
；
；
套
…
妻
！
畠
べ
二
彗
・
参
照
、

　
レ
か
し
、
こ
の
よ
う
た
、
維
済
汰
川
の
劣
伽
的
什
格
を
否
定
す
る
こ
と
は
、
科
ツ
の
、
否
定
で
あ
り
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
科
ツ
と

　
　
　
　
　
広
い
煎
味
で
の
維
済
学
に
つ
い
て
（
木
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
一
　
（
ニ
ニ
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
三
巻
・
第
一
・
二
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
二
　
（
二
二
二
）

し
て
の
経
済
学
の
否
定
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
『
ス
タ
！
リ
ソ
論
文
』
が
、
杜
会
主
義
の
も
と
で
の
経
済
諸
法
則
に
つ
い
て
指
摘
し
、
径
済
諾
法
則
の
発
生
条
件
を
あ
き
ら
か
に

し
、
と
く
に
計
画
法
則
は
、
資
本
主
義
の
も
と
で
の
競
争
と
生
産
の
無
政
府
性
に
対
立
す
る
も
の
と
し
て
、
発
生
し
、
客
観
的
性
格

を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
こ
と
は
、
経
済
学
の
杜
会
主
義
・
共
産
主
義
の
都
分
を
体
系
化
す
る
う
え
で
、
お
お
き
な

意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

　
改
変
さ
れ
た
価
値
法
則
論
に
っ
い
て
は
、
客
観
的
法
則
と
し
て
の
肺
値
法
州
を
、
人
観
的
に
か
え
う
る
と
い
う
点
、
っ
ま
り
そ
の

客
観
性
を
否
定
し
た
と
い
う
占
一
が
批
判
さ
れ
た
。

　
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
商
品
生
産
を
、
周
幽
の
条
件
と
き
り
は
な
さ
れ
た
、
な
に
か
自
足
的
な
も
の
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
の
あ
や
ま

り
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
南
品
生
産
、
都
市
と
コ
ル
ホ
ー
ズ
（
農
村
）
と
の
あ
い
だ
に
席
品
関
係
が
保
狩
さ
れ
る
必
然
性
を
、
杜

会
主
義
生
産
の
二
つ
の
形
能
心
（
旧
家
的
形
態
と
コ
ル
ホ
ー
ズ
・
協
同
紅
合
的
形
能
一
）
の
存
在
に
も
と
め
た
。
そ
し
て
、
杜
会
主
義
の
も
と
で

の
商
品
生
産
は
、
ふ
っ
う
の
賄
品
生
派
て
は
な
く
、
特
別
の
焔
品
生
産
　
　
こ
の
ば
あ
い
、
特
別
と
い
う
の
は
、
資
本
主
義
の
な
い

南
品
生
産
、
基
本
的
に
、
杜
八
ム
主
義
の
統
一
さ
れ
た
生
産
者
の
沽
品
生
産
　
　
て
あ
り
、
そ
の
作
用
純
閉
は
、
資
本
士
上
義
生
陸
に
発

展
す
る
こ
と
の
な
い
、
個
人
的
消
費
物
爺
に
眼
定
さ
れ
る
。
仙
他
法
川
は
、
生
雌
の
規
制
者
で
は
な
く
、
崎
品
流
迦
、
交
換
の
部
面

　
　
主
と
し
て
個
人
的
消
費
物
寮
の
　
　
て
の
み
、
あ
る
一
定
の
収
岐
内
で
、
娩
制
者
と
し
て
の
役
剖
を
も
っ
。
伽
他
法
川
は
、
生

産
過
租
に
お
け
る
労
働
力
の
支
出
を
っ
ぐ
な
う
た
め
に
必
婁
な
消
費
物
資
が
、
仙
他
法
川
の
作
州
を
う
け
る
焔
＾
と
し
て
生
産
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
生
産
に
彬
響
を
お
よ
ぼ
す
が
、
こ
の
形
響
は
、
姐
制
的
な
も
の
で
は
な
い
。
生
唯
の
｛
舳
形
態
が
存
在
す
る
こ
と
は
、

資
本
主
裁
に
固
有
な
准
済
的
ヵ
テ
ゴ
リ
ー
の
復
沽
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
古
い
ヵ
テ
ゴ
リ
ー
の
形
能
ぼ
の
こ
っ
て
い
る
が
、



そ
れ
は
、
た
ん
な
る
外
被
と
し
て
で
あ
り
、
内
容
は
、
木
賃
的
に
か
わ
っ
て
い
る
。
以
上
が
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
、
商
品
生
産
に
つ
い

て
の
見
解
の
要
占
…
で
あ
る
Ｃ

　
こ
の
よ
う
な
ス
タ
ー
リ
ソ
の
、
商
品
生
産
と
仙
佗
法
則
に
つ
い
て
の
見
解
は
、
杜
会
主
義
の
も
と
で
の
価
値
法
則
は
、
商
品
流
通

の
分
野
で
の
み
意
義
を
も
ち
、
生
産
の
分
野
、
と
く
に
生
産
手
股
生
座
に
お
け
る
伽
値
法
則
の
作
用
を
、
本
質
的
に
否
定
し
た
も
の

で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
ご
、
　
『
ス
タ
ー
リ
ソ
論
文
』
白
体
、
全
面
的
な
批
判
の
対
象
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

論
文
は
、
杜
会
主
義
経
済
学
を
体
系
化
す
る
う
え
て
、
基
一
本
的
な
閉
題
　
　
杜
会
主
義
の
も
と
で
の
経
済
諾
法
則
の
性
格
と
そ
の
作

用
、
諾
法
則
の
内
灼
連
関
性
、
杜
会
士
上
義
か
ら
共
産
主
義
へ
の
移
行
に
つ
い
て
の
渚
問
題
、
杜
会
主
義
拡
大
再
生
産
の
諸
命
題
、
杜

会
主
義
の
も
と
で
の
商
品
生
産
と
仙
休
法
則
、
そ
の
他
、
杜
会
主
炎
経
済
の
碓
カ
テ
ゴ
リ
ー
な
と
　
　
が
提
起
さ
れ
た
こ
と
は
、
第

二
次
世
界
大
戦
後
に
お
け
る
、
杜
会
主
義
経
済
学
の
確
立
の
た
め
の
出
発
点
と
な
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
ま
え
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
に
、
ボ
リ
ー
リ
ソ
な
ど
に
よ
り
、
杜
会
主
義
経
済
学
を
体
系
化
す
る
こ
こ
ろ

み
が
な
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
仙
休
法
川
の
存
在
と
、
そ
の
作
用
を
否
定
す
る
見
僻
、
計
画
化
法
則
諭
が
支
配
し
て
い
た
た
め
、

内
口
…
、
貨
幣
、
価
格
な
ど
の
仙
他
的
ヵ
テ
ゴ
リ
ー
が
伽
仙
、
仙
仙
法
川
と
き
り
は
な
さ
れ
て
考
察
さ
れ
、
そ
の
機
能
に
っ
い
て
の
説

明
に
お
わ
り
、
杜
会
十
裁
の
経
沽
法
川
、
杜
公
主
火
・
共
唯
上
泌
続
済
准
炭
の
今
法
則
性
に
も
と
づ
い
て
、
杜
く
至
土
菰
経
済
学
の
重

要
な
…
胆
を
、
〃
論
的
に
十
分
桝
川
さ
れ
る
ま
で
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
し
こ
の
た
め
、
経
沽
学
が
、
緑
沽
政
災
に
お
け
る
沽
班
実

の
記
述
と
か
わ
ら
な
く
た
り
、
雁
．
史
的
仔
炊
を
沿
化
し
、
礼
公
午
五
の
一
般
的
合
法
川
性
を
あ
き
ら
か
に
し
、
経
済
沽
塊
像
の
本
賃

を
桝
閉
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
筒
別
椛
成
を
内
谷
と
す
ろ
『
、
班
納
「
一
＾
集
の
作
成
の
城
を
で
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
み
て
も
、
『
ス
タ
ー

ソ
論
文
』
は
、
ひ
じ
ょ
う
に
お
お
き
な
芯
表
を
も
っ
て
い
る
、

　
　
　
広
い
な
味
で
の
維
済
学
に
つ
い
て
（
木
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
二
二
　
（
二
二
三
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
策
十
三
巻
・
第
一
・
二
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
四
　
（
二
二
四
）

（
１
）
　
拙
稿
「
杜
会
主
義
縦
済
学
の
対
象
に
つ
い
て
ー
べ
・
ポ
リ
ー
リ
ノ
の
見
解
に
っ
い
て
１
」
『
経
済
論
叢
』
第
九
一
巻
、
第
六
号
参
照
。

三

　
一
九
五
三
年
三
月
、
ス
タ
ー
リ
ソ
が
死
去
し
、
　
マ
レ
ソ
コ
フ
を
汽
班
と
す
る
内
閑
が
売
足
し
た
。
　
マ
レ
ノ
コ
フ
内
閻
は
、
消
費

財
生
産
丁
業
と
農
茉
、
商
茱
の
允
展
を
は
か
り
、
同
民
の
消
貨
水
準
を
二
－
一
二
年
以
内
に
、
い
ち
じ
る
し
く
ひ
き
あ
げ
る
こ
と
を
目

標
に
し
、
一
九
五
三
年
四
月
に
は
、
小
売
価
格
の
大
巾
の
引
．
ト
げ
を
お
こ
な
い
、
八
月
に
は
、
生
産
売
炭
の
蛛
川
と
し
て
緊
持
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

て
き
た
従
来
の
重
工
茱
伽
仮
の
方
針
を
あ
ら
た
め
、
杵
丁
芙
と
豊
茉
に
多
徽
の
資
企
を
ふ
り
む
け
る
な
ど
の
措
置
が
と
ら
れ
た
。

　
　
（
１
）
　
づ
、
レ
ン
コ
フ
は
、
一
九
五
三
年
八
月
八
Ｈ
、
ソ
連
州
蚊
＾
会
議
に
お
け
る
蛾
告
の
た
か
で
、
　
「
今
や
軍
工
業
の
発
岐
に
お
い
て
迷
成
し
た

　
　
　
成
果
を
も
と
に
し
、
悶
民
の
口
川
舳
の
生
、
に
の
急
漱
た
高
糾
を
糾
繊
す
る
た
め
の
、
い
っ
さ
い
の
条
件
を
も
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
完
全

　
　
　
な
可
能
帷
を
も
っ
て
い
る
」
か
ら
、
　
「
旧
ｋ
の
物
貫
的
・
文
化
的
火
析
水
雌
を
よ
り
急
連
に
た
か
め
る
た
め
、
版
力
條
工
業
の
売
災
を
独
行
し

　
　
　
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
」
し
そ
の
た
め
、
「
政
府
と
党
中
火
委
貝
公
は
、
院
工
茉
・
女
料
舳
工
業
、
と
く
に
漁
業
の
箏
峻
、
農
茱
の
推
災
の
た
め
鴛

　
　
　
本
の
投
下
を
、
い
ち
じ
る
し
く
州
加
し
、
旧
｛
の
ｎ
川
＾
小
」
唯
訣
廼
を
、
大
巾
に
州
大
す
る
方
向
に
訂
正
し
、
必
、
共
品
の
牛
陸
一
」
、
い
っ
そ
う

　
　
　
ひ
ろ
く
、
機
械
災
咋
企
業
そ
の
他
の
取
工
一
人
企
茱
を
閑
字
さ
せ
ろ
」
こ
と
を
、
必
奥
と
か
ん
、
か
え
た
。

　
　
　
　
一
九
圧
、
二
年
九
月
の
中
火
委
け
ヘ
ム
総
公
で
は
、
ソ
ル
シ
チ
コ
フ
の
炊
作
「
ソ
連
農
芙
の
い
っ
そ
う
の
箏
火
の
た
め
の
諦
方
策
」
に
も
と
づ
き
、

　
　
　
呉
茉
振
Ｎ
一
に
か
ん
す
る
決
定
が
沃
択
さ
れ
た
、
こ
の
決
定
は
、
い
わ
ゆ
ろ
い
玄
ま
で
の
「
ス
タ
ー
リ
ノ
雌
炊
」
改
作
の
一
歩
と
な
っ
た
も
の
で

　
　
　
あ
る
。
さ
ら
に
九
月
一
」
は
、
企
料
＾
工
芙
六
、
□
川
工
茱
＾
省
、
ソ
フ
ホ
ー
ズ
省
な
ど
の
分
雌
・
析
没
、
木
災
推
映
に
か
ん
す
ろ
決
定
、
口
川

　
　
　
工
茱
＾
の
州
一
｝
と
＾
以
改
咋
に
か
ん
す
る
決
定
た
ど
が
お
こ
た
わ
れ
、
沽
枇
物
汽
州
｝
の
体
榊
が
と
と
の
え
ら
れ
た
、

　
、
時
、
こ
の
よ
う
な
「
批
工
葉
優
先
ガ
策
」
、
か
と
ら
れ
た
背
壮
は
、
ス
タ
ー
リ
ソ
の
．
死
去
に
よ
る
旧
内
村
策
と
い
う
政
治
的
な
］

的
の
ほ
か
、
簑
芙
が
け
滞
と
不
松
の
状
帳
に
あ
っ
た
二
と
で
あ
る
。
払
大
町
化
、
咋
の
｛
命
煙
の
ふ
か
い
分
析
に
も
と
づ
か
ず
、
あ
る



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

い
は
ま
た
消
費
物
資
の
生
虐
を
増
強
す
る
以
外
の
方
法
で
、
　
マ
レ
ソ
コ
フ
の
こ
と
ぼ
に
よ
れ
ぼ
「
そ
の
他
の
諸
源
泉
で
」
、
商
品
量

の
増
大
が
は
か
ら
れ
た
た
め
に
、
国
民
径
済
の
計
丙
的
運
営
に
、
重
大
な
影
響
が
で
て
き
た
。

　
（
１
）
　
マ
レ
ン
コ
フ
は
、
消
費
生
活
の
水
準
を
引
上
げ
る
た
め
、
金
を
代
僚
と
し
て
消
費
物
資
を
輸
入
し
、
か
っ
非
常
用
の
国
家
予
傭
ま
で
放
出

　
　
し
た
と
い
わ
れ
る
。
国
民
経
済
の
計
画
的
運
営
に
あ
た
り
、
重
要
な
国
家
予
備
を
き
り
く
ず
し
た
こ
と
が
、
計
画
的
運
営
を
い
ち
じ
る
し
く
さ

　
　
ま
た
げ
る
原
因
に
な
っ
た
こ
と
は
、
想
像
に
か
た
く
た
い
。

　
こ
の
よ
う
な
軽
工
茉
・
食
料
品
工
茱
な
ど
、
杜
会
的
生
産
に
お
け
る
第
皿
部
門
（
消
費
物
資
生
産
部
門
）
の
優
先
的
発
展
方
策
は
、

一
部
の
径
済
学
者
に
よ
り
、
理
論
的
に
支
持
さ
れ
た
。
第
■
部
門
優
先
的
発
展
の
必
要
を
主
張
す
る
ひ
と
び
と
は
、
そ
の
論
拠
を
、

ス
タ
ー
リ
ソ
の
基
本
的
経
済
法
則
に
も
と
め
た
。
す
な
わ
ち
、
第
ｕ
部
門
の
優
先
的
な
発
展
は
、
杜
会
主
義
の
某
本
的
経
済
法
則
に

矛
盾
し
な
い
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
要
求
に
こ
た
え
る
こ
と
が
、
客
観
的
必
然
性
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

　
ア
・
カ
ツ
は
、
不
変
資
木
に
く
ら
べ
、
可
変
資
本
の
急
速
な
蛸
大
は
、
生
産
高
に
く
ら
べ
、
固
定
資
本
の
急
速
匁
増
大
に
よ
っ
て
、

と
も
な
わ
れ
、
二
〇
世
紀
の
二
〇
年
代
か
ら
は
、
あ
た
か
も
、
消
被
物
資
の
生
陸
に
く
ら
べ
、
生
陸
手
段
の
生
産
が
お
く
れ
る
こ
と

は
さ
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
た
。
そ
の
原
因
は
、
固
定
筑
木
の
伽
倣
量
の
増
大
が
、
生
産
高
の
増
大
に
お
く
れ
る
か
ら
で
あ
る
と
主

張
し
、
生
潅
手
段
の
生
雌
が
、
消
費
物
資
の
止
、
旺
に
お
く
れ
る
こ
と
を
、
法
則
的
な
も
の
と
し
て
か
ん
が
え
た
。
さ
ら
に
、
カ
ソ
は
、

杜
会
主
漉
の
も
と
で
は
、
革
位
あ
た
り
の
生
陸
物
に
た
い
す
る
固
定
フ
オ
ソ
ド
の
支
出
の
縮
少
は
、
生
産
手
段
の
生
陸
の
増
大
と
お

な
じ
テ
ソ
ポ
で
、
消
費
物
資
生
産
の
塒
大
の
た
め
の
物
貫
的
な
前
捉
を
っ
く
り
だ
す
、
と
か
ん
が
え
た
。
ア
．
バ
リ
ツ
ェ
フ
も
ま
た
、

資
木
七
衷
の
も
と
で
は
、
消
火
物
資
の
生
陸
の
州
大
が
、
生
陸
手
段
の
生
唯
に
く
ら
べ
、
よ
り
ゆ
る
や
か
で
あ
る
こ
と
が
、
法
則
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

あ
る
な
ら
、
仕
会
乍
養
の
も
と
で
は
、
両
郁
門
の
生
陸
は
、
お
な
じ
テ
ン
ポ
で
禿
於
す
る
の
が
法
川
で
あ
る
と
、
主
張
し
た
。

　
　
（
１
）
　
＞
．
コ
竃
；
富
は
、
一
九
五
四
年
二
月
の
維
済
研
究
所
に
お
け
る
会
溢
で
、
こ
の
よ
う
な
見
解
を
峻
閉
し
た
、
＞
・
禾
饅
５
＞
・
コ
国
当
ア
一
戸
。
。
の

　
　
　
広
い
意
味
で
の
経
済
学
に
つ
い
て
（
木
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
五
　
（
二
二
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
三
巻
．
第
一
・
二
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
ハ
　
（
二
三
ハ
）

　
　
　
ほ
か
、
コ
・
峯
Ｏ
皇
蔓
竃
Ｏ
套
芦
＞
・
両
…
雪
『
彗
○
Ｐ
両
－
香
Ｏ
…
冨
冥
婁
な
ど
の
ひ
と
び
と
は
、
再
生
産
の
俗
流
化
の
賛
成
老
で
あ
り
、
そ
の
命
題

　
　
　
は
、
修
正
主
義
的
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
批
判
さ
れ
た
。
　
（
２
・
コ
｛
賃
富
竃
Ｓ
彗
室
。
、
＝
ｉ
Ｏ
畠
竈
勺
８
昌
…
匡
竃
睾
§
Ｏ
宕
竃
－

　
　
　
完
…
彗
く
婁
完
○
…
；
○
；
勺
Ｃ
一
竃
Ｃ
着
弓
墨
、
、
．
〈
昏
｛
○
；
笑
○
＝
○
…
窒
Ｙ
き
一
Ｌ
竃
岬
．
）

　
　
　
　
一
九
五
四
年
四
月
－
五
月
に
お
こ
な
わ
れ
た
、
経
済
学
と
工
業
経
済
学
の
共
通
し
た
理
論
問
題
が
検
討
さ
れ
た
会
議
で
、
ム
ス
チ
ス
ラ
フ
ス

　
　
　
キ
ー
や
エ
メ
リ
ヤ
ノ
フ
は
、
策
皿
部
門
の
よ
り
い
っ
そ
う
急
連
な
発
展
こ
そ
が
、
杜
会
主
義
の
基
木
的
経
済
法
則
の
要
求
に
合
致
す
る
も
の
で

　
　
　
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
の
再
生
産
表
式
は
、
お
な
じ
テ
ン
、
ホ
の
も
と
で
も
可
能
で
あ
る
、
と
主
張
し
た
。

　
　
　
　
イ
ェ
．
カ
シ
モ
フ
ス
キ
ー
は
、
カ
ツ
の
見
解
を
支
持
し
、
第
－
部
門
の
急
速
な
テ
ン
ポ
に
よ
る
不
断
の
発
展
は
、
消
費
物
資
と
の
ア
ン
バ
ラ

　
　
　
ン
ス
に
み
ち
び
き
、
っ
ま
る
と
こ
ろ
、
社
会
主
義
の
某
本
的
経
済
法
則
を
破
壌
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
べ
た
。

　
　
　
　
そ
の
他
、
戸
禾
着
毒
一
６
Ｐ
＝
・
峯
饅
；
Ｏ
Ｐ
↓
・
－
老
¢
奏
富
な
ど
も
こ
れ
ら
の
意
見
に
賛
成
し
、
ま
た
、
＝
．
竈
突
着
に
よ
れ
ば
、
あ
る
段
階

　
　
　
で
は
、
重
工
業
を
高
い
テ
ソ
ポ
で
発
灰
さ
せ
る
政
策
は
、
杜
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
、
計
画
法
則
の
要
求
と
矛
盾
す
る
よ
う
に
な
る
。
消

　
　
　
費
物
資
の
発
展
を
重
工
業
の
発
展
と
対
等
の
位
担
に
お
く
こ
と
が
、
社
会
主
義
経
済
の
基
礎
で
あ
る
（
宍
畠
ｏ
…
尭
ｏ
窒
二
実
○
亭
一
８
冬
彗
竃
§

　
　
　
寓
×
§
箒
旨
窒
嚢
冒
…
一
畠
竃
Ｏ
○
馬
；
〈
・
・
ｏ
・
ｏ
２
ト
葦
曇
－
台
ｏ
｛
○
量
実
ｏ
雪
…
彗
ｙ
き
り
Ｌ
鵠
ト

　
　
　
　
な
お
、
こ
れ
ら
の
見
解
の
批
判
に
っ
い
て
は
、
さ
き
に
あ
げ
た
『
経
済
の
諸
間
題
』
誌
、
　
一
九
五
五
年
第
一
号
の
巻
頭
論
文
、
お
よ
び
お
な

　
　
　
じ
く
、
第
三
号
の
巻
頭
論
文
。
。
に
£
＜
長
彗
勺
Ｓ
亭
畠
美
窒
婁
－
一
責
辛
｛
…
竈
Ｏ
｛
○
；
雪
『
Ｏ
旨
¢
彗
姜
｛
圭
・
。
竃
、
、
・
参
照
ｃ

　
こ
の
よ
う
な
消
費
物
資
の
生
庇
の
蛸
大
率
は
、
生
産
手
股
の
生
陸
の
珊
大
率
と
お
た
じ
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
、
よ
り
た
か
く

さ
え
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
主
張
に
た
い
し
、
ベ
チ
ソ
は
が
反
約
の
火
ぶ
た
を
き
り
、
重
工
茱
の
優
先
的
発
展
こ
そ
が
、
杜
会
主
義
的

払
大
再
生
座
の
法
川
性
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

　
一
九
五
五
年
一
月
二
十
四
日
の
『
ブ
ラ
ウ
ダ
』
紙
上
に
、
凸
吟
向
紙
の
細
集
長
で
あ
っ
た
シ
ェ
ピ
ー
ロ
フ
は
、
重
工
業
こ
そ
が
、

杜
会
主
義
の
企
剖
門
の
土
台
で
あ
り
、
同
力
と
旧
民
の
袖
祉
の
氷
本
的
き
そ
で
あ
る
こ
と
を
指
揃
し
、
重
工
業
の
生
産
を
急
逃
に
蛸

大
さ
せ
る
必
要
を
強
調
し
た
。

　
さ
ら
に
、
一
月
二
十
五
日
の
党
中
央
委
貝
会
総
会
で
、
フ
ル
シ
チ
ヨ
フ
は
、
　
「
杜
会
主
教
建
設
が
、
あ
る
一
定
の
股
附
に
た
っ
す



れ
ば
、
そ
の
重
点
が
、
重
工
業
か
ら
軽
工
業
に
う
っ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
こ
と
は
、
ル
ィ
コ
フ
ー
ー
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
あ
や
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

を
お
か
す
も
の
で
あ
る
。
重
工
業
こ
そ
が
、
国
民
経
済
と
国
民
の
福
祉
の
き
そ
で
も
あ
る
」
と
の
べ
、
総
会
の
決
定
は
、
「
な
に
よ
り

も
ま
ず
、
全
国
民
経
済
の
強
固
な
き
そ
、
祖
国
防
術
、
ソ
ビ
ェ
一
卜
人
民
の
福
祉
の
不
断
の
向
上
の
源
泉
は
、
重
工
業
の
よ
り
い
っ
そ

う
の
向
上
で
あ
る
こ
と
」
を
確
認
し
た
。

　
　
（
１
）
．
、
。
「
富
量
ｏ
、
、
　
…
。
竃
一
き
嚢
岬
・

　
　
　
な
お
、
プ
レ
ン
コ
フ
は
、
一
九
五
五
年
二
月
、
経
済
指
導
面
で
の
経
駄
不
足
と
農
業
の
事
態
が
重
大
化
し
た
責
任
を
と
る
と
い
う
理
由
で
辞

　
　
任
し
、
九
日
に
は
ブ
ル
ガ
ー
ニ
ン
が
、
か
わ
っ
て
首
相
に
１
任
命
さ
れ
、
い
ち
お
う
こ
の
問
題
に
た
い
し
、
政
治
的
に
終
止
符
が
う
た
れ
た
。

　
一
九
五
三
年
か
ら
一
九
五
五
年
に
か
げ
て
の
、
生
産
手
股
の
生
産
と
消
費
物
資
の
生
産
と
の
関
係
に
っ
い
て
の
論
争
に
お
い
て
、

消
費
物
資
の
生
産
の
優
位
を
み
と
め
よ
う
と
す
る
ひ
と
び
と
は
、
そ
の
論
拠
と
し
て
、
杜
会
主
義
の
経
済
的
基
本
法
則
の
要
求
に
も

と
め
た
。

　
こ
の
こ
と
と
関
連
し
て
、
カ
・
ヴ
ェ
・
オ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ
ー
チ
ャ
ノ
フ
は
、
　
一
，
杜
会
主
義
の
基
木
的
経
済
法
則
の
俗
流
的
埋
解
に
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ユ
）

対
す
る
」
と
い
う
一
文
で
、
杜
会
主
義
の
基
本
法
則
の
、
一
面
的
な
、
せ
ま
い
消
費
者
的
な
理
解
に
反
対
し
た
。

　
　
（
１
）
　
。
．
＝
℃
竃
着
、
、
昌
ミ
竃
で
富
宕
雷
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
文
　
　
　
献
〕

　
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
の
、
祉
会
主
義
統
済
学
に
っ
い
て
の
文
献
は
、
わ
が
固
で
は
み
る
こ
と
が
ひ
じ
よ
う
に
困
難
で
あ
る
。
こ

こ
に
か
か
げ
た
文
献
は
ひ
じ
よ
う
に
不
完
全
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
参
考
の
た
め
、
あ
え
て
か
か
げ
る
こ
と
に
し
た
。
準
備
し
た
文
献
ヵ
ー
ド
は
、
数

多
く
の
も
の
に
な
っ
た
が
、
こ
こ
に
は
、
紙
数
の
郁
令
も
あ
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Ｑ
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；
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・
…
…
、
一
一
…
奏
・
ご
套
・
・
一
…
皇
二
一
…
…
妻
；
…
葦
・
衰
Ｅ
套
・
。
。
与
・
…
一
…
・
Ｓ
、
、
・
き
ド
Ｈ
募
・
（
邦
氷
『
前
衛
』
第
一
巻

　
　
第
一
ハ
号
）

＝
ｉ
…
二
竃
言
姜
；
一
毒
姜
婁
＝
・
姜
、
…
婁
・
二
套
・
…
芦
Ｏ
写
妻
竃
邑
目
・
・
婁
・
分
・
葦
＝
；
・
§
一
・
国
二
§
・

与
；
吾
蓑
…
奏
一
姜
毒
§
貝
…
二
…
オ
毒
冥
・
ご
套
…
…
．
Ｏ
身
妻
§
童
昌
二
…
司
』
・
で
…
姜
：
＞
！
・
呈
薫
墨
・
Ｈ
嚢
・

　
　
　
　
　
　
広
い
意
味
で
の
経
済
学
に
つ
い
て
（
木
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
九
　
（
一
四
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
三
巻
・
第
一
・
二
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
〇
　
（
一
五
〇
）

で
８
畠
皇
ｏ
８
毒
弓
冥
婁
ｃ
・
ス
○
；
葦
套
」
違
○
．

～
Ｑ
…
…
竃
…
＝
一
今
婁
竃
～
Ｏ
身
妻
昌
二
葦
Ｏ
・
団
馨
・
書
：
＞
・
宍
・
、
Ｐ
曇
○
・

Ｏ
・
月
竃
皇
婁
・
竃
…
＜
…
し
・
声
９
・
ヨ
妻
曇
勺
・
皇
一
窒
妻
§
曇
・
曇
９

ぎ
；
一
二
套
…
姜
。
姜
…
…
…
Ｏ
Ｏ
Ｏ
「
．
９
・
つ
妻
§
ま
量
看
．
Ｐ
団
．
妻
・
写
・
Ｐ
０
・
；
葦
一
つ
…
昌
三
・
＞
・
Ｏ
、
・
、
…
ろ
墨
」
萎
・

　
き
ｏ
（
Ｎ
）
８
ｐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×

レ
ー
ニ
ン
の
文
献
に
つ
い
て
は
、
■
竃
…
芦
一
靹
き
…
Ｏ
「
｛
含
一
自
９
ａ
…
Ｏ
「
Ｏ
喜
姜
与
○
＝
し
Ｕ
尾
烏
、
饒
不
き
ど
、
。
、
Ｏ
。
一
ｅ
０
、
、
¢
コ
．
・
富
二
｝
・
＝
・
』
。
、
、
、
、
、
、
饒
・

　
宕
胃
．
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×

□
邦
訳
書
〕
　
　
　
　
（
ロ
シ
ア
語
文
献
中
に
け
記
し
た
も
の
は
の
ぞ
く
）

ｏ
○
　
ソ
同
搬
共
産
党
中
央
委
貝
公
委
嘱
舳
纂
・
プ
ロ
科
・
ソ
ヴ
エ
ー
ト
同
惚
研
究
公
沢
『
生
産
力
』
　
（
介
征
法
維
咋
．
第
二
納
）
白
揚
杜
、
一
九
三
二

　
年
。

２
）
　
ラ
ピ
ド
ゥ
ー
ス
、
オ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ
ー
チ
ャ
ノ
フ
の
『
経
済
学
』
の
邦
訳
に
は
、
っ
ぎ
の
も
の
が
あ
る
。
第
五
版
の
邦
訳
と
し
て
、
．
ラ
ピ
ド
ス
、

　
オ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ
チ
ャ
ノ
フ
著
『
マ
ル
ク
ス
十
工
義
維
済
学
－
経
済
学
と
サ
ヴ
ィ
ェ
ー
ト
経
済
理
論
１
』
希
甲
閑
、
一
九
三
〇
年
刊
（
こ
の
祁
氷
は
、

　
フ
ラ
ソ
ス
沽
沢
か
ら
の
も
の
で
あ
る
）
。
こ
の
ほ
か
、
英
訳
か
ら
の
も
の
と
し
て
人
江
訣
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
粍
済
学
』
〔
掲
糺
、
一
九
ご
、
○
年
刑
、
か

　
あ
る
。
第
七
版
の
邦
訳
と
し
て
（
た
だ
し
一
部
第
八
版
に
よ
り
改
筒
州
納
さ
れ
て
い
る
）
、
ラ
ピ
ド
ス
、
オ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ
チ
ャ
ノ
フ
共
拝
、
僑
木

　
弘
毅
沢
、
　
『
マ
ル
ク
ス
主
表
経
済
学
教
阯
』
と
し
て
、
篶
一
冊
『
小
、
陸
・
価
仙
・
汽
幣
（
資
木
の
牛
咋
洲
枳
）
」
、
篶
二
冊
「
資
木
．
労
汽
．
利
洲

一
資
木
の
流
迦
過
世
」
、
竺
而
「
后
州
・
地
へ
・
恐
慌
一
資
木
乍
窄
陸
の
総
過
讐
」
、
篶
四
附
「
独
、
糾
木
－
市
Ｎ
に
災
一
資
木
正
羨
済
の

現
膳
一
一
ズ
誌
・
〔
搾
・
一
九
三
一
一
年
刊
が
あ
る
。
笑
版
の
挑
と
し
て
、
オ
ス
ー
ロ
ヴ
、
チ
ヤ
ノ
フ
、
ラ
ヒ
ド
ス
砦
、
怖
左
投

　
沢
「
新
径
済
学
入
門
」
上
塗
、
畦
応
書
〃
、
一
九
三
七
年
刊
。
か
あ
る
（
下
巻
は
木
刊
一
け
し
一
な
お
、
篶
二
次
大
秋
後
、
朴
崎
小
一
〔
店
よ
り
『
一
、
ル
ク
ス



　
経
済
学
入
門
』
と
し
て
、
資
本
の
生
産
過
程
に
あ
た
る
部
分
を
三
分
冊
と
し
て
刊
行
（
以
下
未
刊
）
さ
れ
た
。

倒
　
河
野
重
弘
訳
『
経
済
学
と
は
何
ぞ
や
』
　
（
ス
テ
バ
ー
ノ
フ
・
ス
ク
ヴ
オ
ル
ツ
オ
フ
の
報
告
に
基
づ
く
共
産
ア
カ
デ
ミ
ー
に
於
げ
る
討
論
）
共
生

　
閣
、
一
九
三
〇
年
刊
。

↑
り
　
ブ
ハ
ド
リ
ソ
の
『
過
渡
期
経
済
』
－
に
た
い
す
る
レ
ー
ニ
ン
の
評
注
を
紹
介
し
た
、
不
リ
ー
リ
ソ
の
論
文
の
邦
訳
は
、
高
尾
正
之
助
訳
「
ブ
ハ
ー
リ

　
ン
『
転
彩
期
の
経
済
学
』
へ
の
批
判
ｉ
レ
ー
ニ
ソ
遺
稿
の
新
発
表
１
」
叢
文
閣
、
一
九
三
〇
年
刊
お
よ
び
ル
ダ
ス
．
マ
ル
テ
ィ
ノ
フ
、
デ
ポ
ー
リ

　
ン
・
ボ
リ
ー
リ
ン
著
、
広
島
定
吉
訳
「
『
ブ
ハ
ー
リ
ソ
唯
物
史
観
』
批
判
」
白
揚
杜
、
一
九
三
〇
年
刊
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

伺
　
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
『
過
渡
期
経
済
』
の
邦
訳
は
、
『
転
形
期
の
経
済
学
』
（
ス
タ
ー
リ
ン
、
ブ
ハ
ー
リ
ン
著
作
集
、
第
五
巻
）
ス
タ
ー
リ
ン
．
ブ
ハ

　
ー
リ
ソ
著
作
刊
行
会
、
一
九
三
八
年
刊
、
お
よ
び
ニ
コ
ラ
イ
・
ブ
ハ
ー
リ
ン
著
、
稲
垣
守
克
訳
『
転
形
期
の
経
済
学
』
改
造
杜
、
一
九
二
三
年
刊

　
が
あ
る
。
『
ス
タ
ー
リ
ン
・
ブ
ハ
ー
リ
ソ
著
作
集
』
に
は
、
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
も
刀
の
邦
訳
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

ゆ
　
河
野
重
弘
訳
『
経
済
学
の
恨
本
問
題
ー
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
方
法
論
の
諸
問
題
－
』
共
生
閣
、
一
九
三
二
年
刊
に
、
ゆ
の
『
径
済
学
と
は
何

　
ぞ
や
」
の
ほ
か
、
ル
ー
ビ
ソ
の
「
マ
ル
ク
ス
の
体
系
に
お
げ
る
抽
象
労
働
と
価
値
」
そ
の
他
ル
ー
ピ
ソ
を
批
判
し
た
論
文
が
訳
載
さ
れ
て
い
る
。

○
つ
　
レ
オ
ソ
チ
ェ
フ
、
小
原
次
郎
訳
『
経
済
学
教
程
』
希
望
閣
、
一
九
三
三
年
刊
〔
レ
オ
ン
チ
エ
フ
の
『
賓
木
主
義
と
杜
会
主
義
』
一
九
三
一
年
刊

　
の
邦
訳
〕

働
　
河
野
兎
弘
訳
『
マ
ル
ク
ス
主
義
貨
幣
理
論
』
（
ソ
ヴ
エ
ー
ト
・
ロ
シ
ア
維
済
学
澄
書
ゆ
）
共
生
閑
、
一
九
三
〇
年
刊
。

ゆ
　
ア
ｉ
・
コ
ー
ン
、
村
田
正
択
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
経
済
学
の
方
法
論
』
遊
文
閣
、
一
九
二
九
年
刊
。

¢
◎
　
河
野
雁
弘
訳
『
貨
幣
及
信
用
理
論
－
マ
ル
ク
ス
主
義
と
貨
幣
及
信
用
理
論
の
諦
閉
魍
１
』
共
生
閉
、
一
九
三
一
年
刊
。

帥
　
『
マ
ル
ク
ス
主
蔑
の
旗
の
も
と
に
』
芯
の
邦
択
と
し
て
、
ソ
ヴ
ニ
ー
ト
科
学
研
究
八
ム
訳
納
の
『
マ
ル
ク
ス
主
溢
の
旗
の
下
に
』
欽
塔
書
院
、
　
一

　
九
三
〇
上
二
一
年
刊
、
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
科
学
研
究
所
ソ
ヴ
エ
ー
ト
同
盟
研
究
会
編
桝
『
マ
ル
ク
ス
主
漉
の
旗
の
下
に
』
一
九
三
二
年
刊
、
白
掲
杜

　
『
マ
ル
ク
ス
主
義
の
旗
の
下
に
』
一
九
三
〇
年
に
第
一
冊
の
発
刊
が
あ
る
。

　
　
　
広
い
意
味
で
の
経
済
学
に
つ
い
て
（
木
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
一
　
（
一
五
一
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
三
巻
・
第
一
・
二
合
併
号
）

胸
　
コ
ム
ア
カ
デ
ミ
ー
・
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
支
部
経
済
研
究
所
編
纂
、

　
三
二
－
三
三
年
刊
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
二
　
（
一
五
二
）

コ
フ
マ
ツ
監
輯
『
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
』
第
一
－
三
巻
、
叢
文
閣
、

一
九


